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要 旨:本報告は，建築用材および持迎合板について，そとにみられる経務事象のメカニズムを追

求し，経済理論を採用しながら，数学的モデルによって表現し，計量的に実証分析しようというもの

であるぞ

本報告の内容ばまず，研究の方向づけを行ない，そこでは，本報告の研究的意義.問題の所在など

を明らかにしつつ，今回用レた分析方法の盟論的性械と限界やメリットについて述べる。

ついで，従来の計昆モデJレを検問・し，そして建築用材.普通合板における需給構造の実態を，生産.

流通および消費の全体にわたって把握しつつ，モデルの作成を行ない，計測を試みているコ
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はじめに

諸々の経済事象は.数千;で表わされ，実際に~HliJされることによってより一周具体{じされ，明確化され

る。乙の具体的な認識が，経済分析にあっては非常に7主要であり，その中から新たな問題を見い!'J\したり，

将来の動向の指標をうるととが少なくない q

思うに，計民経済ヤもとのような意味合いカ‘ら，経済学における盟論的研究と実証.的研究の一体化がな

されてきたものであろう p 一般に;汁量経済学は，経済耳l~合と数字:および統計学の三者の結介であり，経前

理論の経験的な実証を通じて，現実の終消の助きを，あくまでも民的に把揮することを目I'I'-Jとする学問で

あるといわれている号、

近年，林業!とあっても乙のような見地からの:汁量的研究が，カ・なりなされてきているが，まだまだ日も

浅く，乙れから大いにrJ日程されていかねばならない分野であるつしかも 1-.述のように，具体的に敬'jo:を扱

うため，かなり実践的であり，ぞれだけ多くの般密さが要求され，試行間誤を余儀なくされる勺

本報告も，乙のような計監経済学的凡l白から休業の経箭ーH象をι-察しようというもので，昭和45年度 fC

東京農工大学工学部松行fk夫助教授，当休業試験場経済研j己主~lF村 男 ?;Æ長との共同研究の一環として，

とりまとめた研究成県を発表するものである、

なお，本報告は林業における言l'盈分析の第一歩で，これからさらに具体的な商品目についても分析が行

なわれねばならないョまた本報告で作成した計量モデルも.ftf[々の|日l題を合んでおり，先輩諸兄のど叱正を

何.て，さらに改善していきたいc

昨年度，共同研究者として種々ど指導いただいた松行助教授.町村室長はもとより，農業総合研究所の

I唯忌康彦氏，当林業試験場経営部熊崎 実氏，同』本業経済研究会の諸光司訂こは，多くの有益なコメントを
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いただき，より--}国モデルを改みする乙とができ fTa

モデル・の推定 lま，当試験場のNEAC-1240の電子ゴ l'算機，モテ勺レの lfz終テスト:ま12林計算センターの

HITACー8500によってJI'涼した u 計算に際しては，当試験場空営;~~川端幸Ji:占氏 iと-jJならぬど援lUJを

賜わった。

また当研究明非常勤の井 '-.lfTI fl-~には，資料収集，挫J~I!.など大:際 1MでLj~仕的など協)Jをいただいた。

これら多くの人々の善意にがiiちたご助言，ご協力 1;: ，心から感謝の;むを表したい。

I 研究の方向

1.目的

林業を他産業との関連でその特徴をみると，生産主iでは休イ:の生産!りlII \Jが長く一般に30数年間という長

}切にわたってはじめて，純情的liHi (ltiをもつにゼる u これらのことが資自保持的といった， 11:企業ílJ な史司，:

を持つー原因となっている。また，一般に 201m 以下の I1 1小規民国にあ，、ては，特に段業生産との関述が

慌で，農業経常の合同 iこ下メIJ，枝打ちなどを行なっている場合が多いυ 伐採は，冠婚葬祭その他，臨時に

まとまった収入が必要な勘合!こ多く， とのj立にも前近代的といわれるゆえんを向うことができる、一方，

iì'ít当面で:ま， ìì州全の高度経済成長下の設備投資増大にともなう~吋需要の問I:IJII ，木材代{j品との競合!羽係

などにみられるように，建設業，製造業など第 2 次産業と密接な関連を持っている。したがって，乙の商

ではマスプロダクション可能な， f誌も経済(I~ ， 近代的な喪主を持つ産業と直面しているわけであるつ

このように，休業にあ「ては， 1:;畠WJiで杯.前ベースにはまりにくく，続出変動に対して非弾力的要来を

f年っている。反断、消費而では最も近代的な要来を持ち，経済変動に対しても弾力的 lこ反応しうる産業と

直面している:これが.休業のもつ一つの大きな特徴といえ，1*業!こ関する極々の|吋週もここから生じてい

るといえようい

戦後!とおけ休業経済の特徴である外材!日i立j も，高度経済成長にともなう木材・需要の増大， 乙れに弾力的

i乙対応し待ない木材生産という，上に述べた林業の特質カ・ら生じたものである~すなわち，戦後，わが国

の高度経済成長は，米国をはじめ各国の目を見張らせたいその成長ドにおいて設耐i投資は，民間設備投資

額でみると H自利30年84， 880{'i:!:rリが，昭和44年12兆0990位円と.実に13.6倍ほどの大幅なや11びを示した。乙

れに引きずられた形で，木材関係、の需要も，かなり増加してきている白木造建築着工面積の推移を追って

みると， IlHfl130年 2， 768 Jjm2, 1111和44{ド 7.779 万m2 で約 3.21芹の W/)JIIを示している。乙れに対して国内

供給は第 2 次大戦中の植伐不均衡，戦争直後の f~~M~生成を JI日悦した 1耐え，それに生産Wll日lが長いといった

生産面の特f[，昭和29年の北海道風倒木lと代表される台風の影響などもあいまって，伐採と森林資源のl成

長とのバランスがくずれて，森林資11lliの fl1jiWを訴えるに五り，需給のアンバランスを大きくしてきた c こ

の木村雨給のアンバランスは 11日和25年以降，木村価格の:よしIl~~を生じ，昭和35 ・ 6 年以降，大相な外材の輸

入を仰ぐことになったわけである=

しかしながら， 111内供給のイJj止を怖い，木十.1"1tlli絡の r:':illi母を|均ぎ ， ìli助の安定を計ろうという政策的立凶

も含めた外川輸入が，今日ではゐiidJ に次いで釦 2 番目の愉人品目となるに至ったむその推移をみると|昭和

35平には，木材総需要量の Iljの 1396 を占める 750 万111 3であったものが， 11日制44年には 4， 880 万m3 と全体

の5096以上を占めるようになった。

「外材輸入の発展段F告においては， li'Mかにある n~fJ切は， lllì充的なもの，あるいは不足，jíj的な役割にとど
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まっていたが，すくなくとも現在の木材のマーケット者成からみれば，むしろ影響力の点で主役を演じる

までに成長したといえる。(中略〉乙れらのことを考えるとき， r外材とは単なる補完的なもの」とする

考え方は，もう通用しなくなってしまったといえるでしょう。 10)J ...・ H ・..ある商社の木材および建材本部

長の声コ

rcm産材は外材!cltベて"歩べり"がひどく削欠陥木材"が多い。乙れど対し，外材は"角 lζ丸身がな

い乙と.， t(長材が得られること" 同加工しやすいこと"などで，国産材よりも使いやすいの値段もやすい

38)) J …..，大工の声。

「ええ，やはり木材がいいですね。外材?そういえば，米ツガだとか北洋材とか工務店の人iこいわれま

したけれど，木にはちがいないでしょう 8リ...・H・..ある会社員の住宅施主の声。

「木材を使えっていう人は多いですよ。しかし国産00材を使えって人は少ない。材価と建築費からし

て，外材を使ってしまいますねじ入手も簡単だし9) J ....・ H ・-工務店主の声コ

これら業界の芦にも代表されるように，従来の固産材lζ代わって割安で歩止りのよい外材が一般建築用

材の主役の座についてしまった。そして，昭和35年以薄の外材輸入の急増;とより，造林窓欲の停滞，国内

林業の圧迫15)など，いわゆる外材インパク卜諭が叫ばれるに至った。また，一方にはアJレミサッシ，軽量

形鋼など木材代替品の台頭があり，国内林業の危機を一層あおっている。

以上のように，大きく変lまうしていくなかで，諸々の経済事象を具体的，計量的に把握することはむず

かしい 3

しかしながら，外材と国産材の関係において，具体的にいかなる関係にあってそれを計量的にとらえれ

ばどうなるのかc 外材と国産材のうち，何と何とが代替あるいは補完関係にあるのか，といった問題が計

量的にも明確{じされなくては， '休業の危機が具体的にし1かなる J~で生じているのか十分に理解し得ないで

あろう。

乙の報告では，以.1このような理由から外材との関連を考出しつつ，わが国における木材需給構造のメカ

ニズムを通じて， ~üfi絡がいかに形成されていくか，を明らかにし，かつ計量的に実証分析しようとするも

のである。

分析の対象としては，今回は次の 2 つを選んだc まず(1)国産材と外材が競合しあっている建築用材につ

いて3 輸入制限が解かれ，外材が大量に入荷しはじめた昭和35年から昭和44年まで(年ベースデータ〉の

期潤を対象として分析したコなお，同じ建築用材でも，秒、lfl スギ、木曽ヒノキ，吉野スギといった高級材

ば，必ずしも外材一般と競合しているとはいい難い。これら高級材と外材との関係については，さらに詳

細な商品分溺を行ないつつ両者の閣係を分析する必要がある円との点今後に残された課題として研究され

ね:まならない。

次に(2)南洋材のラワン丸太と補完関係、にある普通合板を選んだc 分析対象のJ~l閣は比較的市場安定期に

はいる昭和40年から 44年まで(四半期ベース)である=

2. 方法

(1) 分析の方法

a) 計読経済モデルの型

研究を進めるにあたって，われわれが行なおうとする経済分析が，どのような理論的背景をもち，その

中でどとに位置づけられるかを明らかにする必要があろう。
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計iil:経済学における分析のアプローチは，大きくは 2 つのグJレーフ1乙分けられる。

第 1 のグループは，計量経済学の始祖ともいわれるムーア (H. L. MOORE) の伝統を受け継ぐもので，

単一方程式による接近法をとるものである o 後にも述べるが現在この単一方程式による接近方法は，おも

にウオ Jレド (H. WOLD) によって，経済変数聞の関係を因果的な関係にm:点を白いた逐次決定型の連立ブJ

程式体系として，動態的モデJレへと展開され，合|・量経済学の実用の I~iiiをさらに広げている。

現在までのところ，価格分析を中心とする微視的経済の定量的計測にあっては，この単一方程式による

接近方法がその主体をなしているようである。これに対して， Þi12 のグループは，経済変数閣の関係を相

互依存の関係に重点をおいて分析する同時連立方程式による接近方法をとるク勺レーフ。である。これは先に

述べた第 2 型の巨視的経済の分析の際:乙おもに用いられてきた。この同時連立方程式による接近法はユ

ウルズ・コムミッションを中心に展IJ日されてきた Q

これら 2 つのクツレープの接近方法の，いずれが妥当であるかは，統計学的，経済理論的妥当性，実践上

の有!日性，統計的推定上の難弘，分析の対蒙などによって，決定されるところであるが，今日まで様々の

論議がなされてきていると乙ろである。

b) 分析の手)1原

計量経済学の分析の手頃は，大きくは次の 4 段階lζ分けられよう。

( i ) 数学的モデルの設定

( ii) モデJレの統計的な推定

(iii) 推定結・呆の検証

(iv) 推定されたモデルによる分析と予測

これらの内容について，円山27)にしたがって右干触れておこう=

( i ) 数学的モデルの設定

数学的モデノレの設定というのは，ある経済現象について，それを生起させたメカニズムを経済理論の教

えるところにしたがって分析し，乙れを数学的に閣数閥係によって表現する乙とである。モデルは計量経

済学の中心的概念であるが，モデル設定にあたって，その背景をなす経済理論には，先lと述べたように，

次の 2 つの流れがある。

イ)経済変数間の関係、を，因呆的な関係、!と重点をおいて分析する方法(ウォ Jレド流の主張〉

ロ)経済変数問の閣係を，性|玉L依存の関係に豆J去をおいて分析する方法(クープマンスらの主張)

イ)の場合は，主として単一方程式接近法によるものであり， jÆ次決定型モデル(リカーシフeモデJレ)

と呼ばれる。ロ〉の掛合法同11寺連立方程式接近法によるもので，同時決定型モデルといわれる c

この報告では，イ)の逐次決定型のモデルlとなっており，何ゆえ逐次決定型のモデルを選んだかについ

ては，②モデルの理論的性格のところで，両者の畑違点や，特徴などに触れつつ述べることにする円

( ii) モデルの統i叶的な推定

数学的モデjレの設定が接われば，モデJレを構成する変数聞の関係、を，実際の視察データを用いて定量的

に把慢することになる。この統守的推定に際して適用される統計理論ば，推測統計の理論を主体とするも

ので，計量経済学は推測統計学の発達とともに歩いてきたといえる(推測統計における理論の概念につい

ては， 14) を参照あれ)。

モデJレの統計的推定には，おもに次のような方法がある c
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①直接品小 2 乗法 Direcl Least Sqllares Method (DLS) 

②潤接辰小 2 乗法 lndirect Least Sqllares Method (lLS) 

③操作変数法 Instrumental Variablc Method (fV) 

④ 2 段階最小 2 乗法 Two-Stagc Least Squares Met ho~l (2 SLS) 

@制限情報最尤法 Limited [nformalion .Maximun Like1ihoocl Method (LlML) 

⑤ 3 設階最小 2 乗法 Threc-Stage Lcast Squarcs Mcthod (3 SLS) 

⑦完全情報最尤法 FuIl In[ormation Maximum LikeIihood Method (FIML) 

これらの推定方法の特徴を分類比較すると Tal】le 1 のようになる 30九

推定方法

し直接I~小 2 乗法

2. 操作変数法

3. 2 段階最小 2 乗法

4. 制限情報最尤法

(注2)

5. 間接最小 2 乗法

6.3 段階長小 2 乗法

7. 完全情報最尤法

表 1. 推定方法の比較

(注) 1. 説明変数が先決変数のみからなる 11与は技良線型不偏空1:を (Tする 1

2. 適度に識別可能な場合のみ適用可能。

展|計算作仁りりず
向|業 ほ|品んノ品

これら推定方法のうち出林省農林計算センターでは，①Í11後最小 2 来法，④ 2 段階段小 2 乗法，⑥制限

付j報最尤法のプログラムが開発されており，①直接最小 2 浜法は，当休業試験場のNEACー1240小型電

子計算機によっても， )11端幸i設によって開発されているつ

これら推定方法の実用性について，代表的なものについて，ノ今?少し角附!!射i

}只1体的な内容の詳詳.細iに乙ついては， 14) 30) などを参照あれ)。

経済変数聞の関係を定量的に~B~匝しようとする羽合に，1 1・til:作業 i止が最小で最も一般的lこJl!いられる推

定方法が直接最小 2 乗法 (D L S) であるわ

次式lζ示すように，上ドーの方程式で目的とする経済変数(}" )の動向を，それと関連のある他の経済変

数 (Xh X2•••…Xn) によって，その動きを一方的な因果関係によって説明しようという，経済モデルを

推定する際にDLS は肘いられるつ

日=α+βlX1t+向X2t……βnX司+Ut ..........・・・(1-1)

ただし ， Yt : 従属変数， X:Xn : 説明変数，

日:撹乱項， α， β: 推定すべきノぞラメータ

したがって，ウォルド流の一方向因果述鎖の体系になっている.逐次決定型の連立方程式体系の経済モ

デJレを推定する乙とは可能である。しかしながら，現実の経済事象には，乙のような一方向 I'I'~因果関係に

あるものばかりではなく，むしろ相互依存の関係によって各経済要因が結ぼれている乙とも多いうこのよ
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うな場合，説明変数 (XlJ…… ， .. Xn) と撹乱項 (U1 ) との I i\Hこ相関関係が生じて互い:こ独立であるという，

最小 2 釆法の仮定が満足されない u ために DLS の糾性である最良不{同性がなくなり，推定値lζ 偏りが生

じ分散が太きくなる 3 この川|司 11一年， Þt ，lIJ~J の落し穴"を指摘したのがホープヰル。モ(]. IL\AVELMo) であり，

「ホーベ Jレモの命題j として有・名であるし

DLS におけるとの点の欠陥を避けるべくして与-京されたのが， Ii'd怯故小 2 Jf~法・ (lLS) ， 2 段|折M

小 2 乗法 (2SLS) , ;jjfJ以情報最尤法 (LIML) などである。

しかし，表 1 にも示しであるように，同時辿立)J程式の推定H~~ j:， DLS に比べると相当 l止の t汁算作業

が必要であることがわかる。これら.iI・}jl:作業!この困難さを考え，また現実lζ誌定されるモデルの不完全さ

を巧・えると，必要以上:ζi世情な推定i去を rn いるより， ~'II (l i の分析・ IJ 的の illl;i.をモデJレ rJ .f本のね:り・条件や，

経済的意味の確立におき，計算の簡単な DLS を用いたブiが、担論的にも，実践的!こも有効であろうかと

以う υ また， i~'jl 々の経済モデルのブ~.t~式の位訟がまずなされなくては，より i支維な，{也の述立.方担式推定jよ・

によっても十分な成果は持られにくい。

経済企画庁，その他の計ht経済モデJレをみても，泊分 il/~1こ 2SLS ， LllVIL で|司 f~!fÍm定を行なっているよ

うである。推定法としては，このような DLS とおLS、 LIML のミックスされた形が最も一般的となっ

ている。

(iii) 推定結果の検証

モデJレの推定された結栄が，はたしてどの桜皮有効であるか，あるいは経済理論と矛盾するところがな

いかどうかが， 1金J正されな:ナればなりない。したがって，統計的なイI立性の 1会，.ι と J1_\l治的な検?とがなされ

ることになるニ.

推定乱11*の検討には，推3とされたパラメータのー(j，立性の|民どなど統;11つけこの検定のほかに，モデルのJ出

合度をみるため，実際に観察された他をモデル!と代入して，その迎合度の度合をみるものがある。

このモデルテスト!とは次の 3 つがある u

イ)部分テスト(構造テスト)

これは各方程式ごとに説明変数に M~ðllJf症を代入して，被説I!JJ変数の推定 ill1を求め，これと，その実現値

である凶測{直とを比較するテストであるリしたがって，モデルを全体としてではなく，各方程式ごとに適

合度をチェックするにとどまっている。

ロ)全体テスト(誘導形テスト)

この方法は，説明変数のうち，先決変数(ラクーっき内~I~変数と外生変数) :こ観測 ILt'Iを代入して，モデル

全体としてラグなしの内生変数の挽定をけなう方法ーである c このテストはイ〉と見なり，モデル全体と関

係してくるが，次期以降には誤差が影響しないので， ラグっき変数の影響が中断されるという性質をもっ

ている。

このテストは，モデルの16]11寺性が)5'隠されて，一般的に誘導JF;.を利用して日 j'算されるので，誘導形テス

トとも nftまれている。

ハ) !詰柊テスト(シミ ーレーションテスト)

このテストは、 tJJ聞の先決変数(iI~~変放と外~~1&) およびモれ以降のIl iý点の外生変数のみを与え，

初期以降の内生変数!こは推定値を代入して，逐次内生変数を推定していく方法で‘誤差が次期!ともち込ま

れるから，期H日全体を通じてのモデル全体の説明力のテストとなるふしたがって，前 2 者よりも，一回殴
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密なテストで，シモ ι レーションによるモデ‘ルの真の解であるという意味で，最終テストあるいはシミュ

レーションテストと呼ばれる D

以上の乙とから，モデルの適合性や有効性は， 3 番目の最終テストのみで評価すれば十分であり，他の

2 つの方法は，誤差の原因調査を行なって，モデルや予測l方法の改善をはかるなどの場舎にのみ，有意義

なテストであるというととができるコ

これらの理由 lとより，乙こでは，イ)部分子ストとロ)岐終テストの 2 つの方法によって，モデルのテ

ストを行なった。

(iv) 推定されたモデノレによる分析と予測

モデルの有効性が証明されれば，これによって経詰構造が明らかにされ，将来の予測を行なうこともで

きる。また，シさュレーションテストとの関速において， H々の計聞や政策の効果をテストでき，これら

の意志決定の指標としても，利用できる t

本報告では，モデルの応用として一応将来の子測をも沈みている〕

経済予艇は非常にむずかしい問題である c 経済学にあっては，自然科学系の研究のように他の条件を一

定として.たとえば試験管の中において，繰り返し実験を行ない，その中から一定の法則を見いだすとい

うことは，きわめて困離である。なぜならば，経済事象は常!ζ変化しており，持:ζ今日のように，著しい

通済成長下にあっては， ドラスチ・ソクな変動を呈している。このことから他の条件を一定としてという外

部条件が変化し，現実を説明する前提条件としては，すぐに不十分なものとなってしまいがちになるわけ

である D

モデルむ作成段階:とおし、て，統計的にモデノレの説l泊プJの妥当性を検討しながら，より特融なモデルへと

近づけていくのは，他の条件を一定として，繰り返し実験を行なっている過程に相当するむしかしなが

ら，たとえここで精度の高いモデJレが見い山されても，予測の段階になると，外部条件が変わってしま

い，確実に将来を予測すること涼むずかしくなる f

これらのことから本報告では，考えられる 3 つないし 2 つのケースについて，モデルの応用として予測

を試みている 3

経済予測にあっては，将来を正{龍に予測する乙とはきわめてむずかしい。では予測されたものが，全体

政策上の参考忙ならないかというとそうではないの 「現在の経済事情が不変であれば，将来00となるで

あろう J という推定がなされるわけであるつ現在の経済事象が十分に説明されたモデルであれば，その将

来の傾向:ま，現状のままいけ;ま大いに考えられるもので，予測値が行き過ぎであれば是正すべきなんらか

の政策，その他が考慮されなければならないであろう c また外部的に大きな変化が生じるとすれば予測の

際にそれを考慮し，外部的変化の影響を予測値のなかにみることも可能である c

c) データの性格

実際!と観察される時系列データの経済変動!之、次の 4 つの変動:!C分解される加。

@傾向変動(T); 長期にわたる傾向的な変動

@信環変動(C) ; 数か年の周期をもって繰返される規則的な変動

@季節変動(S) ; 季節的に繰返される規則的な変動

@不規則変動(1) ; 上記の 3 つの変動以外の偶然な変動。

いま，観察された時系列データの全変動をYとすると，これら 4 つの変動の合成された形となり，比例
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的モデルでは ， Yは次式のように表わすことができるじ

Y=T ・ C ・ S ・ I

- 29-

実事に経済モデルを推定する場合，乙のT ， C , S , / のうちどの変動:三重きを置いて推定するかによ

って，推定結果，経済的意味が異なってくるの

T児童きを置いた分析では、長期的なすう勢を問題とした経済分析・となり . C!.と重きを置いた場合は，

長期的すう勢を除いた比較的短期的な変動を問題にした経済分析となる c

一般に行なわれている経済分析では，次の 3 つのケースが多いようである九

( T , C , S , l がみな合成された形そのままを用いて推定する。

②S は各経済要因によって種々異なっている場合が多く、との S のみを除いてやって.モデルを推定す

る。

③Cのみの関係で推定する。

このように時系列データの変動にはJ T , C , S , / の 4 つの変動がある訳であるが，さて，実擦に抽

出された変動が，果たしてどれだけ真の変動を表明し得ているかはなはだ問題である c 現在，特!と季節変

動調整法についてセンサス局法， EPA 法， MITI 法など種々の調整法があり，多くの論議がなされてい

るところである 11> c 

ところで，これらの煩雑な問題は一応抜きに」て、白球のままの生データの時点で，経済分析を試みよ

うとするのが，①のケースである。全ての変動を含んだものとして，それなりに意味はあるが， s によっ

てかなり撹乱される可能性がある，年データなど， S が比較的無視できる場合は，①のケースでもかなり

の成果があげられる。

②のケースは明るかにTに重きを古.いた分析となる。 s のみでなく I も除かねばだめであるとする論議

であるが， 1 そのものにも経済的に意味があるとして，多くは S のみを除いた T ， C , /のデータによっ

て，モデルが推定されている。この②のケースが計量経済学的分析では最も一般的に用いられているよう

であるコ

③のケースは、②がTl乙重きを間いているの!と対し，もっと細かい変動である Cに重きを置いて推定し

ようというものである n この Cデータを用いると，各経済要因の因果関係を理論的によりキ111かく叢密に分

肝できる利点がある c しかし ， T , S , l の除き方によってはかなり追った結集がIH る恐れがある。また

Tを除くため，各経済要因独自の動きが顕著になり，回帰式の童相関係数が低くなるなど，統計的な精度

を落としやすい。なお， cデータを問いた分析には，当林業試験場経営部野村 男，元当林業試験場経営・

部の橋本智中らの研究がある。

以上のように，データの扱い方によって，経済モデルはかなり違った意味をもっ。今屈の報告でほ，原

則として生データを用い，極端に経済要因11~jの関係を舵乱するものについては，ダそ一変数によって S を

除いて分析しである。

(2) モデjレの理論的性格

これまで，計量経済学における分析方法について，方法の手)i聞など一般的概要を述べた。木報告でもと

れらの手順を踏んだ形で分析がなされている。

* 18) に同じ。その他!用利144年以降，革者も加わって木材価絡の分析をスギ・ヒノキなどについて行なったものが部

内研究資料としてある。
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この苅では，今日l用いられた逐次決定型モデルの理論irWI:格を iリ!ヲかにし今回のsli-kl;モデルが，いか

なる特色を有し，また，いかなる制約およこ)'1限界をもつものかを|リj らかにする ο また，経済理論と統計分

肝を結.-~~かなめであるといわれる~ií\;JJIJ (ic1en tifica tion) の!日J!起を述べ，実際!:::;n測さ礼た島合のブi程式の

経済変数Ii \Jの理論的関係について触れようむ

a) 逐次決定型モデル

逐次決定型のモデルには次のように 2 つの体系がある υ1 つ法三fl] モデルと呼ばれ， (1-2) 式で汀:

される c

Ylt 

β!l t Yll+ Y~I 

I加Ylt+ β32 }主1+ 九t

+ rllZll=Ull) 

+ r22Zllt = U';J( > 

+r33Z3t=U3d 

..........・・・(1-2)

ただし . Y lt, Y:: t .• }乍t : t J~Jの島内生支~. 21/, Z21. Z3t; t J91の各外生交政

β21 ， β31> β3~ ，各内J::変数の係数， 1'11 , t"22, rsa; 各外生変数の係数

Illt. 1I21.> lt31; 1 沼jの各撹乱項

このモデル0) 1句~変数の係数を抜き1'1\すと，

1 0 

lヲ21 1 0 

β31β32 1 

のように表わされ，対ftJf:出を l先にして，ーカーがすべて Olこな_-，て、ちょうど三fiJ形になっているのが持散

である。

三fiJ モデル!ま， (1-2) 式の以下:JJ にあ{て，まず， Ylt は外't~足以 Zll のみによ{てし，1.::まる，といっ

た具合に、外生変数以外の内生変数は.ひとつずつ逐次に決定されていく体系:こな勺ている。

また，モデルが完全に三JrJではなく. (1-3) 式のようになってし「る助合があるし
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これは一般に矩形三fiJ モデルといわれているが，乙れも 1:式から Ië( :ζ 内1:.交政が逐iえ決定される型になっ

ているじ

このように，逐次決定型のモデルは，一方的l!~ ~1~ ii'J依 (ll則係の形式的表引であるといえ，その体系を桃

成する関係式は，外生，内~t変数をつなぎ作;Dせて 1 つの逐次的な川県連鎖をつくりあげている36) ( 

;~次üと定~のモデルの手IJiJ，は一般に次のようなことがあげられているお):: 

①社会科学における血諭どだ品Eのおiif!?「:とよる (\IJ造物としてモデル体系をを位i世づけた乙と，②すべての

J}~象は説明j されうるものでなければならないが，ぞれをl主，I'~~J Í':ダIJの関係で明確化しうる乙と，③lli維な付:

系をそれぞれi虫立的な悶果序列としそれを連鋭化していることから、 推定方法は各単一式ピっき長小 CI

ょl!Jfí~店でよいという制使さがあり， J出制関係は変敬を通じて結びつけられている乙と、④完全に動態的

( Dyna 111 ic )なモデルとして取り扱われること c

ところで.この悶~l~辿鎖の形でどこまでj世情!こ正維な;f:デjレの設定が司tìl?:であろうかしわれわれが実際
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にとりうるデータに阿半期データ，あるいは年データという枠がある場合，一方向的な因果序列の形で設

明するより.相]工依存的な}巳で説明した方が，より現実性を帯びることが多いれまして現実!とは情報は不

十分で因果序列を明確に為しがたい場合も多く，データ上の制約も多い口これらのととから，相 E依存刑

の司時連立方程式体系によるit-I'畳分|仔が，より現実的でPH論 il'-J にもよい，といわれている。

しカ白しながら同 lI !j述立)f程式体系にあってほ，モテールの統計的打Hítの作業|二，かなり復雑さを要し，間

報やデータが不十分な場介， かえって推定結瓜を不満足なものとする恐れがあるじそれゆえ， 木組合で

は，因果の筋道を迫って説明していくという，われわれになじみのある山本(()な思考方法であり， しかも

比較的簡Ifl-!c ，iI't~(司能である DLS を適用できる逐次決定唱のモデルをk:llみてにてた。

b) 識 }JIJ

識Jj IJは経済fR論と統，ìI-を急l;ぷかなめであるといわれている。識別とは文字どおり作成された経済モデル

の各方程式が，目的とした函数を真!と表現しているか否かを識別するものである?

一設にいわれる識別問題は，次の 2 通りの識別{三分けられる。

その 1 は，同"年述立方程式体系特訂のもので，先に述べた ILS や 2SLS など間々の推定法が，適用可

能であるかどうか，ホーベルモの命回といわれる構造パラメータの推定に!日りが生じていないか， したが

って白分の怠Isl したモデルの推定値であるかどうかの識別である。したが円て I )謡払:決定型のモデルでは

それが阿川分析をJTJ いてHff定されるカ‘ぎり，この聞の識別問題は1-:じないハ

詳しくは?をに削げた文献を参考にしていただきたい D

その 2 は， Hf[定された納治 }n'i~式がI'l分の立問したモヂルであるカ、どう均、を，科的，tTH ，t命的にパラメータ

の符号条件などを!吟味しながら識別を行なうものである ρ

被視的分肝の 1 j1心をなす供給・市!起l日;j Itl1線が推定される助作のJllt論 (1:'JI'T~i~を閃示しながら説明しておこ

っせ

実際に観察されるデータ:ま，売手と買l-との問でi良引きされた数 itt，つまり 'di::*合 10;とその時の価格であ

るりしたがって，その {dlïr~ と数I立を結んだIltl線は需要と供給の均衡点の帆跡ということになる c

で!ま，いかなる H年に:nの市嬰1111線や供給曲線を推定することができるであろうかの悶 1 において，縦軸

lこ価格 CP) ， 陥 1触に需給:tt (Q) をとる竺需要曲線は動かず，供給flll線のみがシフトしている場合，

(A) Iこ示すように均街点ほ需要111伸長 1--を動くことになる「この場介， {lllî栴と需給 1;1:の間lζ得られる IEi線

は需要 IIIl純である。 (B) に示すように， (A) の全く逆な場合は，供給Illl純が~'Uiかれることになる c ま

た需給両 IEI棋がとも:こシフトしている H寺ば、 (C) , (D) に示すように，プソイドな需要:11]線・供給Itl1綜

が指iかれることになる。この，似て)1::.なる IUI記長はモングレル!日!線といわ，I l.， (八)， (B) の場合は， 1l1-

方程式的t{i[定法でも市型 1111~臥供給 Illi*r~ が ïE1ì(íIに推定されるが，このモングレル 1111糾の場介は， I司 W.1j連立

方程式による Hf~;t法!とよらねばならないとされている円しかしながら，実際に1ff~犯するにあたっては，先

にも述べたように，抗ffJ1:: J-，の 11・昨作業が出維なため，よほど正確な↑Wrl~ と 1j~l~tデータがなくては，かえっ

ておかしな推定~W果を得ることがある n

農産物にあっては，食料など比較的安定した需要であり，図 1 (A) の場合が多いといわれ，木材にあ

っては，生産期間が長くて資産保持的な経常のため，供給はほとんどシフトしない。一方，需要(ま設備投

資など一般景気に引っぽられて右方シフトし， (B) の場合に近いといわれている。乙れらのことは，モ

デルの作成の際lζ，ポfり条件の時味をしつつ，大いに検討されねばならぬととろである。
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(A)供給也線のみがうフトLτLる時
ρ 

(8) 需要曲線のみが乙フトしている時

Q 

(C) 需給両也織とえふ7 卜しているF
供給のうシフトが大色L、時

PID S 

....._¥. /〆 s より
『潟、'\. J ‘ D-' 

ρI S 

p 

図 1

E 建築用材の需給構造

1. モデル作成上の問題

a) 従来の計量モデJレ分析

Q 

近代経済学の理論に基づいた，林業経済研究の先駆者としての望弓 与の研究業績は有名であるぞ望月

の研究は，価格変動を中心とした実証的研究で，以来，第 2 次大戦を前後して10数年間のプランクが一時

生じはするが，需要，供給，価格を中心とした徴視的経済理論lと立脚した研究が数多くなされてきた印刷

(乙れらの歴史的な経過については文献 13) 29) に詳しく検討されている)コ

本報告も徴視的経済理論に基づいた研究lと属するわけだが，これらの流れをくむ今までの材、業経済の計

量的研・究は，大まかには次の 2 通りに分けられるようである n

@趨勢変動，季節変動，循環変動などのパターンを問題とした時系列分析。

@数学的な経済モデルを設定して，実証的!と分析していく研究c

数学的な経演モデルによる計量的研究といっても，本報告におけるように，需要，供給，価格などの経

済要因間の因果調係を総合的，かつ計量的に明確にしようとしたものは比較的少ない=

戦後の林業分野ほおける，微視的経済の計量分析の草分けは岸根車郎，赤井英夫、野村 勇の 3 氏であ

ろうコこの 3 氏!とよって，木格的な需要，供給，価格の計量的研究が始まる e

この 3 氏の特徴を一口!といえば，岸根は林業政策の指標ともなり得る実践的な経済学である計量経済学

的研究を進められ12)，赤井は先に述べた計量的研究の④型の方向で，価格変動の問題を供給、需要両サイ

ドから質的に把握しつつ歴史的変遷を追って実証的に進められている1)0 一方，野村は経済理論をより実

践的とすべく，具体的な市場の実態を把握しつつ，理論的計量的に研究を進められているといえよう (3

氏の代表的論文は文献 12) 1) 19) に示すとおりである)ο
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その後，@型の研究として，林野庁モデル26)，橋本モデルれ、 森モデノレ16九など屯子計算機の宅達とと

もに， しだいに本格的な汁量モデJレが発表されるに至る。

乙こでは.従来の研究の中から，逐次決定型モテ!)レによる計量分析を試みた橋本モデルについて，その

問題点などを明確にしつつ、述べてみたい。

O 橋本モデル

昭和42年に近代林業経済研究会で発表されたのが，次lと示すモデルであるω。 乙のころになると，電子

計算機の発達lとともないその利用も活発となり，かなり本格的な計量モデルが畳場してくる c

橋本モデJレは昭和27""""41年の期聞を対象に，逐次決定型モデJレで‘計測されたものである c このモデルは

製材工場を中心として，木材需給の因果関係を総合的 :c他限しようと試みた， h~初の計-萱モデルといえよ

つ。

51=P;lafi恥i1w;lP入15t!i li~~ Vl ..........・・ (2-8)

d1 =P~2P:2hrけ九2 -・・・ (2-9)

d1'= αjd1+β4b+ V4 , (2ー10)

d2 = P;6b.s6V6 , (2ー11)

b= αsll十 llS , (2-12) 

。=α9'1+内 , (2ー13)

ただし， α， β， γ.......n; ノ手ラメーター ， lllV2'" …内;ランダムエラー

51=51-51 のように小文字で表わしたものは平均からの偏差である。

い I I 天|

日 I I空|
山川本 I 1;: I 
rVI↑|資 I I 塁|

川 I I 広|

図 2. 橋本モデル
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--------主程式!
パラメータ -----1

2 - 8 

表 2. 木材需給構造方程式ノ手ラメータ推百十表
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*: 1;3-頼水準 70%で有志

料:情際水出日0%で有志

*** : iti"'踊水準 !)O%で1îflï:

推定結果ば，必ずしも山足いく結果が得られているとほいい難いうまた，モデルテストも行なわれてい

ないっしかしながら， (lJ挺，供給，阿サイドの 11日要問がかなりきちんと幣タltされ，苦心のあとがうかがわ

れる r 乙のモデルの特徴および問凶点在あ(j'ると、まず従来のモデルにはみられなかった外村が，国産村

の不足を補うという形で導入されている。この外付と国産付との関係は，代替か，補完かで種々論議がな

されてきたところであるが， r司gE;f~・の不足を 111ìうという訓|りjのみでは，いささか不十分であろう e 価格と

数阜の関係が，プソイド供給 ílll線本を示す(したがって，持済的には供給I語数と問解する乙とになる)と

いう立場からは， I耳陀付・の供給不足から!耐与が_L--!f1I- し，ために外材輸入が増大する，という時点、では1M

完的であるといえよう。しかし，川iJfl材の伺栴が備ばい!となった昭和37. 8 I 9 年ごろでも，外付は大幅に

輸入されている。これは， !I~ ，主村!と対する需要が外村に移行した結果とJ1R解できょう c 筆者が，昭和30'"'-'

4 t1f-の 1mのプソイド供給 1111忠良によって，両者の代詩関係を円|・訓IJ したものも，外材-のプソイド供給回数にあ

っては，同i?'a材の怖栴が上昇すれば，外材供給ittは培え，外付{国絡がJ-_吋・しても噌す，という補完的な符

号条件と，ーブj同産村のプソイド供給I!i:j数にあっては，同p'(~付の Mi怖が上昇すれば，国産材供給量は明

え，外材{両杭が上昇ーすればi減る(つまり， 外材供給量がj内して， それだけ国産材供給量が減る)、こいう

代持関係にある符号を見1， ¥ 11\している却に国政付の供給不起ということから，タト付と国産材はこのような

特殊な関係を生じている什

(2-8) 式の供給函数は， 6 つの要因によ勺て規定されているっこれでは，線型屯合がど乙かに生じる

可能性が大きく，また，データ数12個くらいでは，方程式の自由度を著しく減ずることになる。

盟1端的にみてみると，前!切の伐採動 líiJ指数が供給規定型l刈として選lまれているが，それならば，資源品

や農家消費水準によって伐採量が規定され，伐採量と価格，ディフュージョン・インデックスによって，

*かつて，野村男は林業純済誌に. rJ，j~京都内一般川材入荷数1.1:と木材価杭桁数との間;ζ. .iEの相調がみられる c 比較

的供給曲線が変化せず，一方需要1111線が大きく変化すると仮定できる拐「?には，価r~と数量の関係は供給1111線にほぼ
近い形状を示すJ 乙とをm摘され，乙れをプソイド供給曲線と称している。 ζれは図 1 の (D) の場内といえよう。
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供給が規定されるとした方が，悶果謁{系がすっきりするのでほあるまいかつまた資源、量は国有林について

のもので，国有林の伐採を規定するものであり，農家iI~~ðt水準は民有林の伐保行動を規定するものである

から，本来，区別して計ìMできるものなら，その方がより望ましいと思われる。

また，製材・品伍格が外生変数となっている。橋本は，乙れら各方程式は本来同時決定的に推定されるべ

きものであるが，と断って，佃i格決定式を上記の体系内のすべての外生変数!とよって説明されるものとし

ている。乙れほ，いわゆる需給の均衡点のシフト要因を問題にした，比較静学的モデルということにな

る8130

b) 建築用材の代替関係、

先iζ国産材と外材の代替関係について，若干触れた c 乙乙では，モデJレ作成にあたって建築用材におけ

るこれらの代替関係を用途別，材;fill別 ;ζ分類し，かっこれら代替のメカニズムを明確にしておこう c

まず，国産材供給サイドの実態とその特質をみてみよう。

私有林は過去10年間，総素材生産量のうち60'"'-'70%を占めてきているじこの私有林(ま，山林所有規模の

いかなる階層から最も多く伐採されているか，また，これら私有林の ~LI林所有者の伐採動機はなにかを探

ってみよう。

私有林の特徴としてまず挙げられるのは， 5ha 未満の小規模lLl休保有者が全体の約90泌を占めているが，

保有面積は全体の39，9628)である。 5-----δOha の階層における林家数の割合は1196 と少ないが，面積上とは全体

の43.5完524 ) と最も多い 2

1960 年センサスで，用材生産泣を保有山休規模別にみてみよう。 5 町未満周が 39.4% ， 5 '""50 町回が

44.2%と最も多く用材生産を行なっており， 50町以上が16.4%といった構成比を示している。

で:ま，乙れら階層別の生産者の行動は，いかなるものであろうかっ林野庁 rllH和42年度林業経営者ぷ識

調査J ， および橋本が，大井川流域について実態調査した結果7)などによれば，次のようなことがいえよ

つ。

用材生産i己最も強く影響している 5 町以上回は，伐採理由としては「前からの計画J ， r臨時にまとまっ

た金が必要」といったことによっている c 山林所有の目的は，一般には「毎年収入をあげる乙と」にある

が， 5 .........20町層では「数年おきJ あるいは「臨時的に収入をあげること」にもあるといえる G したがっ

て，経営としては一般に保続的で， しかも資産保持的といえ，毎年一定の収入が得られれば，市況が良く

とも，否，市況が良いと少量の伐採で一定収入が得られるので，かえって，多量に供給しないことも予想

され，供給は経済諸条件の変化に対してかなり硬直的な梢造といえよう。かつて野村が，数量と価格の関

係で，計測される泊線:ま近似的!ζ供給曲線である，という根拠もここにみられるわけである。

では，以上のような供給行動をもっ国産材が，具体的に建築のいかなる部分!ζ用いられ，そ乙には他に

いかなる代静品が存在するかみてみよう。

木材一般を用途別に分けると，加工して使用するもの，素材のまま使用するもの，製材にして使用する

ものの 3 つに大別される 3 そして製材は，腕木，枕木のような特殊材と建築一般に用いられる一般材とに

分けられる。この一般材の王角，平角などが，いかなる樹種を用いて，いかなる所に使用されているか，

またその代替品は何かを一覧表にしたのが，表 3 である c

表をみれば明らかではあるが，ひき角頬の正角は住用が最も多く， IBI産材・ではスギが多く使用されてい

るコ乙れに相対するものとしては外材では米ツガ，米マツ，米ヒパなど，木質系新建材では集成材，非木
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表 3. 建築用材代替

材 国 産 材

ニ|二台 (20%，)，柱 (60%) ， 母屋 (1096) 梁， 階段， fll司 スとヒノパギt (i(6t59M%百)j ) 挽
正角 差し，火打架，方杖，封!，合掌，京，庇

角

類 平角 桁，胴差し，火打梁，合掌，束，契 マヒツノキ(90()5，) スギ (5) ，

階段(け乙み仮)， 天井板，羽目板(壁面，床板，縁
事1 甲板野地板)外壁(下見板)， 戸委{反枠材，仕組板

マツ 25

坂
エゾ 25

崎板|ぬき |スギ(机エゾ (50)

類
うす板| 天井板，壁板，箱(菓子箱〉 | スギ，秋田スギ〈菜子箱)
厚板 階段(側板，踏板)，出窓，戸袋，足場板 | マツ σ0) スギ (10)

挽 正 割 I 間廻柱縁 (3396) , t:.. る木 (30%)，担太 (3096) ， 野縁， スギキ(80)，マツ (15.5)
ヒノ (0.5) 

割 平割 窓釣木台受(5二5g|結)根，太筋違(5箔(10)タ，6釣)，束し(き援い止~，か雲も筋い違)〈8， 0手%す)，り スギキ〈45.5)) , 
ヒノ (0.5)，マツ (50)

類
小割 手すり子，ノンスリップ，天井下ごしらえ，釣木，竿縁

注) ( )内の%は，深川木場でのきき込み調査によるものであるの

表 4. 建築用木材および代替品の出荷量の伸び

区 分| 建一一薬 用 ザ一一一|普通合板 I 2 次加工合板|
|板 類 1 ひき割類 1 ひき角類 1 1=1 ~ J::;('j,{Ã I -V'-IJ"'-'-J=I'lt̂o. I 

5 山 37 I 1. 40* I 2 伊 I 1.48キ I 2.79 I 4.71 

ノ fーティク
ノレボード

2.38 

繊維板 |石綿スレート | 石 膏
M1ω1 3.44 

木毛セメント板 アルミサッシ

6.29 22.56牢本

注) 林野庁;木材市況月報より作成. *は S . ,14/ S • 36，料法 s.44/ S.38である。

質系新建材としてはi隆盛形鋼があげられるつ板類では，国産材にあってはスギ，マツが主で，ヒノキはほ

とんど使われていない。外材ではラワンおよびエゾマツ， トドマツなどの北洋材がよく使用されている。

木質系，非木質系新建材lとあっては天井板，羽目板などの板類:乙合板，繊維板，鉄鋼，木毛セメント板

などが使用されている。原板に使用されるものは国産材ではマツが主で，非木質系新建材ではスチーJレサ

ッジ，アルミサッシがあげられる。

乙こで，これら建築用材の {rllぴを木材および代替品別にみてみよう(表 4) 。 すぐに気がつく乙とは，

木材以外の建築用材の{lIlぴが，相対的に大きいというととである。アルミサッシ!といたっては，昭和38年

に比して，昭和44年実績では22.6倍もの伸こFを示している c

これらのことから国産材は，外材のみならず，否，外材すらも代替品の進出を甘んじて受けているつ最

近における住宅のプレハプ化，通産省などで計画して円る住宅の工場における大量生産化など，今後ます

ます代替品の進出をあおぐ乙とになりそうである c 国産材に対するとれら代替品!まいかなる背景のもとに
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!羽{系

外

覧表

材

米ツガ，米マツ，米ヒパ，ア
ピトン，落葉怯，ニュージー
ランドマツ，スプJレース，エゾ

米ツガ，米マツ，エゾマツ，
ラワン

- 37 ー

木質系新建材 非木質系新建材

(軽量形鏑
リップ空ゾ， !陸ミゾ， /いト l 怪山，軽 z' '1:1;;..../' "'/1' , J 形鋼集成材

ラワン，エソ\ トド，アピト

ン，台桧.米マツ

'
片
ケ

ア
削
一
グ

ー
(
パ
ン

イ
板
ク
リ

り
維
イ
一

〉
繊
ザ
ロ

ラ
'
モ
フ

'
材
'
，

板
成
〉
ト

合
集
板
ツ

鉄鋼，コルク張り木毛セメント板，ゴム，
ピニーJレ，アスフアルト，タイ Jレ， リノ
リウム敷き板，石材，石膏，石綿板，ガ
ラス，プラスター，グラスファイノイー

ラワン

ラワン

松
ジ

米
一

'
ユ

ゾ
ニ
エ
'
ツ
'
ツ
マ

桧
マ
ゾ

米
ラ
エ
，
カ
桧
一

ン
'
ド
一
ガ

ワ
ド
ン
一
ツ

フ
ト
ラ
一
米

合板，総維板，集成材
スチーJレサッシ，アルミサッ、ン，メタル
ホーム

アルミサッシ

台頭してきたか，いま少し触れてみ

ょう c

わが国における林業の特徴は，こ

れまでにも述べたように，生産面で

!ま30年間の長期にわたってはじめて

経済的価値をもつに至る。よって，

供給は本質的に硬直的であり，今日

のように高度経済成長下にあって

は，その需要に敏感に対応できない

ために国産材価格は高騰する。価格

があがれば，山林所有者の行動とし

ては，以前より少量の伐採で一定収

入が得られるから，一層素材生産は

停滞する。一方，生産の費用面で

長島
，宅そ
全争\r l

詠る
苦言堕
の 1量豊

。主]野村勇 7 日科卒業の頭説と今後のS陣，農林文献解腫林業経済湯島桝包畠館編
田和44年3月， 37買より引用

図 3. 一般用材林業の直面しつつある問題をめぐるシェーマ図

:ま，高度経済成長によってもたらされた労働力不足と，賃金の上昇は林業にも及び，労働力の山村からの

流出，材、業賃の ~:fiffGを招く。乙のことが菜材生産の停滞に拍車を掛け，価格の騰貴を促し，ついに外材の

台頭，。いては先ほどのようなかなりの伸びをもって，代替品が台頭してくる羽自になった訳である。こ

れをシェーマ化したのが図 3 で，野村は高度経済成長下にあって，かくされた形で上述のごときわが国持

業の劣弱性が進行し、国産材需要の本質的逓減をもたらしているととを鋭く~;旨摘している。つまり，国産
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の一般用材にあっては，このままいけば外材，代替品に完全に取って代わられるという警告が発せられて

いるわけである。

現在は住宅建築が一般消費者の先決問題で，安くて外見がよゆれぽ良い，という時点での所得水準下に

あるといえよう c 乙のような所得水準下における木材需要の動向はどうであろうか。わが国における，最

も代表的な木材市場である東京近郊について，所得弾力性と建築着工面積の趨勢弾性値(以下fltl び率とい

う〉を計測して，その動向を分析しよう。

野村は，図 3 のシェーマ化の際に， í一般用材林業においては，すくなくともいまだ薪炭経済にみられ

るごとく需要の所得弾性係数は負を示してはいないし……20) J と述べられているコ確かに全国的に所得弾

性値を計測すると，まだかろうじて正の相関関係にあるが(表 5 参照)， ζれを地域別にみると，東京一

0.89，神奈川一0.35という弾性値を示している a つまり，東京にあっては，都の分配所得が10%上昇すれ

ば，国産材は 8.9%減少する乙とを意味している 3 また，北洋材の輸入港をもつので有名な新潟県につい

て，建築着工面積弾性植を計測してみると次のよう忙なる。

① 国産スギ Japanese cedars log ql = 3.0987 -0.4751 log b R= 0.9129 
(0.0803) 

①北洋材 North sea timber log q2= 1. 1060十1.4049 log b R= 0.9820 
(0.1021) 

ただし， ( )内は標準誤差 ， R は相関係数で，昭和35--41年までの期間である。なお ， Ql , 白は，それぞれスギ，
北洋材の消費量， b は建築着工面積である。 Ql ， q2 i Consumption of ]apanese cedars and Soviet timbers , 
b; Building areas , ( ) i Standard errors, R i Multiple correlation coefficient. 

表 5. log Q=a+b log Y の計測結果

Table 5. Derived from the equation log Q=α+b log Y 

ー一-­地 一三| α b 

東 Jj1" 国Domesti産c timber材s 
-0.89131 
(0. 17985) 

Tokyo 外Foreign timber材s 0.4738ふ
0.43954 
(0.03291) 

千 業 国Domesti産c timber材s 2.72644 
0.03188 
(0.04047) 

Chiba 外Foreign timber材s -11.04079 
2.24624 
(0. 18730) 

埼 玉 国Domesti産c timber材s 2.32510 
0.03882 
(0.03216) 

Saitama 外Foreign timher材s -5.51033 
1.32940 

(0. 11072) 

神 奈 }II 国Domesti産c timber材s 4. 18540 
-0.34708 
(0.04784) 

Kanagawa 外Foreign timber材s -0.53527 0.41447 
(0.23028) 

全 国 国Domesti産c timber材s 4.07393 
(0.09470) 

The whole country 外Foreign timher材s -3.63427 1. 46174 
(0.05547) 

注) 昭和35.......42年のデータ使汁J Data of 1960-196�. ( ):位!準誤差 Standard errors. 
Notes 

Q: 素材入荷量 Arrival logs. R :相関係数 Correlation coefficient. 

Y: 全国，都県別実質分配所得 b: 所得弾性値Income elasticity. 

Real incomes of the whole country and regions. a: 定数項Constant.

R 

0.89647 

0.98359 

0.35691 

0.97977 

0.44198 

0.97982 

0.94745 

0.59213 

0.44077 

0.99571 
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とこにおいても，国産スギ需要の建築着工面積弾性値は-0.48と負の値を示しているつこれに対して，

北洋材は1. 40とかなり弾力的な値を示している c，

東京，神奈川，新潟;まいずれも外材愉入佐を控えた都県である。これらのことからわれわれは，次のよ

うなことを知るととができるのすなわち，全国的にみたj場合国産材の所得弾性値はかろうじて正値を示し

うるが，地域的!とみて，特に外材輸入港をもっ地域にあっては国産材ははや敗退し，外材の独壇場と化し

ている所もあること(昭和43年の東京では外材9296，新潟市は昭和42年で96労)， またその外延部にあっ

ても，外材が急速に浸透している【たとえば，表 5:ζおける千葉，埼玉の外材所得弾力性i直は，それぞれ

2.25, 1. 35と正値を示し，しかもかなり弾力均である c

大都市への人口移動に相まって，木村の需要先も変わることが予想される c 東京23区をA地区，神奈川，

千葉，埼玉，旧三多摩をB地区，全国をC地区として，建築着工面積の{I~Û率を計測して，その分布図を

措くと図 4 ， 5 のようになる c なお，計測の[療に芹JI，、た式は次に示すとおりである。

log Bw=α十b log t 

log B叫=α+b log t 

ただし， Bw; 木造建築着工面積， Bu; 非木造建築着工面積，

t; ~勢， a; 定数項， b; 伸び率(建築着工面積趨勢弾性値〉

これによってA ， B , C地区別に計測した結果は，表 6 に示しである口これらの図から一目でわかるよ

うに，木造建築若工面漬の伸び率はA出区ではー1. 7, B地区 4.0 ， C地区 3.0で， A地区は減少， B地区

で最も大きくなっている f また，非木造建築着工面積の{申J率ば， A地区が 4.2 で最小， B地区が 6.0 で

注 A地区;東京23区， B地区;神奈川，千葉，埼玉，

旧三多摩.C地区;:全国の伸び率である。

CNotes) A; Tokyo 23 sections, B j Kanagawa, 
Chiba, Saitama and ancient Santama, 
C; the whole country. 

図 4. A , B , C地区別，木造住築若工而積仲び

率分布

Fig. 4 Distribution chart of the wooden 

building area elasticity at A., B and 

C regions. 

注 A地区;東京23区. B; 神奈川，千葉，埼玉、!日三

多摩I C地区;全閣の伸び率である。

CNotes) A; Tokyo 23 sections, B; Kanagawa, 
Chiba. Saitama and ancient Santama 

C ; the whole country. 

図 5. A , B , C地区別非木造建築着工面積伸び

率分布図

Fig. 5 Distribution chart of the nonwooden 

builcling area elasticity at A, B and 

C regions. 
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表 6. A ・ B ・ C地区別建築着工面積伸び率の計測結果

log Bw=a+b log t log Bu=a+b log t 
区 分

。 b R a b R 

C 1也区 -0.062 
2.986 

0.950 -4.030 
5.482 

0.971 
(全国 (0.370) (0.513) 

A 地区 9.287 -1. 703 
0.921 0.059 

4.231 
0.872 

(0.272) (0.898) 

B 地区 0.528 
4.020 

0.966 -2.719 
5.995 

8.913 
(0.404) (1.011) 

注.) ( ):標準誤差， R: 相関係数， A ・ B地区: S. 34-42 , C地区: S. 35-43 

最大の{直を示している。したがって，最近における建築需要の伸びは，木造，非木造ともに都心近傍のA

地区で最も小さく， B地区が最も大きいといった，建築需要のドーナツ化現象が生じているコ乙れほ特に

木造建築着工面積の場合，顕著である c

乙のように，木材の主要な用途先である建築の需要動向ほ，都市外延部へと急速に伸びてきている c

c) モデJレの作成

乙れまで，モデノレ作成に先だって，需給構造上の問題，特に建築用材における代替関係、について述べて

きた c 乙乙では，乙れらの分析を基礎にして，各経済要因聞の因果関係を図示し，さらにこれらの因果関

係を説明する数学的経済モデルの作成段階を述べるコ

乙れまでにもみてきたように，微視的経済学の体系は大きく記要部門，供給部門，それに価格部門の 3

つに分けられる。乙の 3 部門別に，乙れまで述べてきた実態に基づいて考察し，その因果連鎖を図示した

のが， ~6 である c

図 6 において外生変数とは建築用材には直接関係のない，外部の経済構造においてその値が決定された

もの，内生変数は建築用材の経済構造内で決定されるものをいう。なお，との図:てあっては，最近!乙同研

究の方向"の章で述べたように，因果関係を明白にする。また，推定上の簡便さから，最も実用的と思わ

い |21 3 14 15161 

(1)ム; ，外生変数， 0; ;勾呈受忍f-ー←:崎潤的遅オ1. ~.t-，たヨードパック

凶 6. 建築用材の因果連鎖IZl (No. 1) 
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変数説明表 (1)

区分 I~il 変 数 名 料出良両斗備 考

外生霊 ① w 伐、v採ag労e 賃of cutting volume 林覧」野庁「林業統計要 円

② Y N国a民ti所on得al income 経得済統企計年岡報庁J薪i (「 l1主9|民70所) 10億円

③ Od,n o国f産do針m葉es樹tic素n材ee生dl産e-l量eavOeudtploug t 農材需林給省報統告計書調」査部 「木 千n13

④ Bw 木'vV造00建de築n 者bu工il而din積g area 建1"-1-;'設1報省J計画局「建築統 千m2

⑤ Bu. 非No木n\v造o建od築en着b工u面ild積ing area 阿 上 千m2

内

⑤ 5d, 国Su産pp材ly製o材f 品do供m拾es量tic (l建um築b用er> 農材需林椛省報統告計書調」査部 「木 千m3

⑦ Pd P国r産ice材o製f材do品m価es格tic lumber 報日銀J 「卸売物価指数年 指数 昭和40= 100 

生 ③ Pl P国r産ice材o素f材do価m格estic log 同 J:. 指数 昭和40=1∞

⑨ Dd D国e産m材an製d 材of品d需OI要ne量stic(建lu築m用be)r E材i林需給省統報計告書調j査部 「木 ごF-m8

坊長ι主 ⑮ Df 外De材m製an材d品of需f用or量eig〈n建l築um用b)er 同 上 千m8

@ Yf 
林Fo業re所st得ry income 林野庁「林業統計・要 10億円

⑮ Pf P外r材ic製e 0材f品fo価re格ign lumber 報日銀J 「卸売物価統計年 指数 昭和~o=100 

数
外for，材ei翰gn入t価im格beIrmport price of 大月政報」省調べ「日本貿易@ Pmt 円1m3

⑬ l'vft 外1m材po輸rt入o鼠f foreign timber 林易資野庁料林J 産課「木材貿 千ln3 通「木関材統需計給よ報り告作書成」

⑤ 5f 外Su材pp製ly材o品f 供fo給re量ign(建lu築m用be)r 農材林需省給報統告計調書」査部 「木 千m8

れる逐次決定型のモデJレ体系となっている。すなわち ， I~の上方の番号順に，左から逐次経済要因が決定

されるようになっている。

<建築用材モデル ~o. 1> 
O 国産針葉樹素材生産式

。♂=fClにわ←1. 5�-1) 
e e Eﾐ 

O 木造建築着工面積式

Bw=f(Y) 
@ 

O 非木造建築着工面世式

Bv.=f(Y) 
@ 

O 国産材建築沼製材品供給式

5d,= f(Od,1l, 5 f - 1 , Dd-1) 

Eﾐ e Eﾐ 
0 国産材製材品価格式

Pà=!(5a, Df-1) 
e Eﾐ 

-・・ (3ー1)

-・・ (3ー2)

-・・・ (3-3)

....… (3ーの

-・・ (3-5)
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0 国産素材価格式
Pl=f(Pd) 

@ 

O 国産材建築用製材品需要式

Dd=f(Pd' Bw , Bu) 
e EB EB 

O 外材建築用製材品需要式
Df=f(ん，九. Bu) 

Eﾐ EB Eﾐ 

-・・・ (3-6)

…(3-7) 

....................(3-8) 

0 林業所得式

Yf= f(Odn• Pt) 
Eﾐ E9 

O 外材製材品価格式

Pf=f=f(Df) 
@ 

O 外材輸入平均価格式

Pmt=/(D" Pf) 

EBEﾐ 

-・・・・・・・… (3-9)
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0 外材輸入式

1'vlt= f(Pmt) 
@ 

O 外材建築用材供給式

Sf= 1(1111t • Pf) 
Eﾐ E9 

(注) ffi, e:"!パラメーターの予想される符号条件。
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では，供給部門からまず考察してい乙う。

先の橋本モデルでは供給規定要因として，森林資源，伐採動向指数，農家j内政水準指数など，一度に多

くの要因が選ばれ，方程式の自由度を減じ，線型重合を生じやすいことをみてきた。したがって，乙とで

は，まず素材生産量を決定する方程式を設定し，次lこ供給を決定する式をつくる c

素材生産量を規定する要因としては，造林面積，造林補助金，林業所得，森林資源構成，伐採労賃，農

家消費水準などが考えられる。とのなかで造林面積、造林柿助金は，生産期間が長期!さわたるため.素材

生産との関係は非常にあいまいなものとなる。森林資夜、のデータも匿有林について{む昭和28年ごろから

かなり信頼おけるデータが整っているが、民有林についてはないc これ告の事がらを考察の結果，最終的

(とは，当期の伐採労賃 (TV) と前1DJの林業所得 ( Yf-1) および前期の国産材建築用製材品供給量 (Sd-l)

!こよって，針葉桜素材・生産量 (0♂)が決定されるモデルとした (0，♂を原料生産物とした理由は，計四.IJ

結果の検討のところで示すト これを数式化したのが (3 ー 1 )式である c 符号条件は W がマイナス，

Y/- 1 は適度な収入が得られれ!ま， 分析・対象期間におけるような高度経済成長下にあっては，特l乙将来

-.rmの値上がりを予想して，たとえ市況が良くともそれj孔卜の公採はしない，ということが考えられる c

乙のような林家行動を考えればマイナス， Sd-l ばプラスと子惣される=なお ， Yf を詞Jv] にとって，内生

化しているのは，当 JlJ]の国l宝村素材怖格 (Pl ) と 0♂によって， Yf が決定されるというインフォメーシ

ョンによったものである c

Sd の決定式は (3 - 2) 式;とす:すとおりである。 Odn のほかに，前期の国産材建築即製材品需要量

(Dd- 1) と前期の外材建築用製付J
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れる符号条件は ， Dd がプラス ， S， がマイナスである η

国産材製材品価格 (Pd) の決定は， Sd と外材建築用製材品需要量 (Df) によるときれているつ国産材

供給によって価格が決定されるというのは，従来，国産材において，供給は硬直的であるのに対して，需

要は大幅に右シフトしている。よって， II~産材価格は需要決定型であるという，乙れまでみてきた説と相

反するものである。しかしながら， 1I[! {司135 1f ころからの外材納入の増大，木村代持品である軽量形鋼など

・の急増等の影響・により，昭和35年以降についてみれば，供給決定型~C変化したとみられるっちなみに，国

産付建築用製材品需給量とその価格との関係を昭干]28'""'-'36年についてみると，相関係数:1: 0.566 で正の栢

~I関係であるのに対し，昭和36'""'-'44年の相関係数はー O. 796 と逆転している r つまり，それだけ悶産材の

市場が外材および木材代替品に圧迫を受け，国産材の需要の引11びが停滞してきている乙とを意味してい

る c 先にみたように，国産材，外材に対する所得弾 P 

性値(昭和35""-'42年〉は全国一本で計測してみると

国産材0.114，外材1. 46で，東京では前者が -0.89 ，

後者は0.44であり，大都市では国産材は負の所得弾

性{直となっており，国産材は明らかに落ち目となっ

ている。本モデルでは因果連鎖図!と示すように，外

材と国産材の関係のみを扱っている。これは外材と

代替品の代表としてあげてみた軽量形鋼との相関が

刊し本報告の分析期間にあっては， I i\l ilìt材'fL:刻す

る代替品の影響は外材のみで，まずは説明がなされ

うるという結論を得たからである。

p 
f 

(Notes) Dd. ; Dom百tiιt;rnbel' demand cur凶
Sd j Domestic t�ber supply curVE 
f}f; ~o陀ign timber 血mand curve 
3j jForちisn timber supp!y CUI-ve 

Q 

ととろで，乙れら国産材と外材の関係を需給曲線

で図示すると，図 7 のようになる。

Ed , Ef ; Demflr.d equal Supply pOÎI吠:lt domestic 
and fore�ll timber 

この図において，先(乙述べたような班111 により，

外材に対する需要が大きく伸びたとする(乙れは

Df→D/ のシフトで表わされる)。そのため，本来

なら国産材は Dd から Dd" まで需要がシフトするべ

きところを，外材記要が大きく D，→D/ へと伸び

たため.国産材需要は Dd から Di まででとどまっ

たとする。あるいは，図 8 !と示すように以前より減

少し， Dd が Dd' まで左シフトしたとする。そうす

ると，国産材供給はf:lli格を高く保つため，あるいは

労賃など生産費の高騰によって， ftへおから Sà'

へシフトしたこする。つまり、いずれにしても，外

材需要の増大(こより国産材の需要が伸び悩み、国産

科にあっては需要のシフトよりも，供給のシフトの

方が大きくなったわけである c 国産材建築m製材品

の需給量と価格との関係がちょうど，外材輸入の急

(A) Dd の右シフトが小さくなった場合
The case of a small right shift Dd. 

函 7 国産材と外材の需給関係
Fig. 7. Demand-Supply relation of domestic 

timber and foreign timber. 

p 

。

(B) Dd が丘シフトの場合
The case of a smal1 left shift Dd' 

図 8. 国産材と外材の需給関係

a 

Fig. 8 Demand-Supply relation of domestic 
timber and foreign timber. 
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ρ
 

。 Q 

(Notes) Sd+f; Total timber 
(C) 木材全般を加味した場合

In the case of total timber. 

図 9. 匡l産材と外材ーの需給関係
Fig. 9 Demand-Supply relation of domestic 

timber and foreign timber. 

速な増大をみはじめた昭和35---- 6 年を境にマイナ

スの相関を示すようになったのは，乙のような需

給関係の変化によるものといえよう。

なお，外材建築用製材品を需要 (Df) と解釈し

たのは，先:とも述べたが代替でありながら，国産

材の供給不足から，補完的現象を呈しているとい

う特殊な関係と，図 9 に示すごとく ， Df が増加

するときは，木材全般の需要 (Ddげ)も増加して

おり、それら!と引っぱられた形で，医産材の価格

が上昇するであろう Df の増加は，現時点では国

産材価格を上昇さ・せるであろうとの理解がなされ

ているじしかしながら，これは理論的に識別し難

く，若干問題がある。

のインフォメーションにも主ったの

次;と車産材素材価格であるが，一般に素材価格は製材品市i努力 s ら逆算的に決められており，乙こでもそ

需要部門!とあっては，木造， :，1 1:木造別の建築着工面積 (Bw， Bll ) と国民所得 (Y) が需要サイドの要因

として選ばれている ο Bw， Bu を規定するものとじては、 Yのほかに国内諮問定資本形成の住宅，企業設

備なども考えられようコ Drt は Prt ， Bw, Bn によって規定され， Df は Pd があがると増加するというイン

フォメーションが与えられている c Dd , Bu の関係;立、 代替品の影響が強ければマイナスと考えられる

が，現在のと乙ろはまだプラスで計i則されよう c

外材製材品価格は図 7'"'-'8 に示したように，需要側の影響強く，需要決定型となっている九また外材輸

入価格 (Pmt) ìとあっても， 国内の市場から逆算で訣定されるという形がと己れている c この点，海外の

市況が芳慮されず，単純すぎるきらいがある 3

外材輸入量 (Alt) は Pmt ~己規定され， Sf は Pf と 111f によって規定される z 符号条件は皆プラスと

予想されるつ

これらの計測結果は刊 (2 )モデJレの推定"のところに掲げてあるが，これまで作成したモデル'には，

涯論的にいくつかの欠陥をもっている c

その 1 は， (3-1) 式の Odn 決定式であるコ前期のおを導入したというのは、クモノ巣論的に時間の

遅れを取り，フィードバック効果をねらったと考えら ;1'1ぬこともないが， (3 ー 1) 式はー聴の供給函数で

あり，この場合 Sd !.j:需要因子となるため， (3 -1) 式の識別を不明確にする恐れがあるれそこで， SI,[. -1 

を Odn の規定要因から除き，ナーロフ型の配分時差法17) の概念を導入して，次のようなモデルとした

いま長期拍;て収散すると考えられる，針葉樹素材生産量': (均衡針葉樹素材生産量:)を ， Odn とすれば，

Sd-1 を除いた (3-1 )式は線型方程式では( 3-1 ・ A) 式のように表わされる。

OJf=α+b1W+b2Yf-l ……………(3-1 ・ A)
ここで均衡針葉樹素材ー生産量と現実針葉樹素材主主量との関係を (3-B) 式のように仮定する。

* (Oa丸一 O~-l)=α(Odn- Od_l)

ただし， α: 調整係数 0<α<1

、
1
JB
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E
4
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δ
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長期間!と W， Yj-l が一定水準にあれば， (0♂-03-1) = 0 となり ， Oa-1 ば長期的lζ収散すると考え

* られる Od，n と等しくなる。したがって，本来素材生産は森林資源構成状態に規定され，長期的には両者

は等しくなると考える乙とができる。そういう意味でほ， (3 ーい c) 式の 0~-1 は，収束した段階では

林木の給成長畳~r近い概念であるロ

(3-1 ・ B) 式に (3 ー 1 ・ A) 式を・代入すれば， (3 ー 1 ・ c) 式のようになり，最終的にはとの式を

採用して Od，η 式を計測した D

0♂=αα+αb1W+αb:aYj-l十 (1-α)O~-1 ・ H ・ H・..……(3-1 ・ c)

その 2 は，同じようなととが (3 -4) 式にもいえ， Dd，-1 よりも Sd，-l とした方がよい 3

その 3 として， (3 ー 5) の På 式と (3 ー 7) の Dd 式であるが，実際のデータはら=Dd で需給量

である。したがって，乙の両式は数学的に Pd との関係は，従属変数を入れ替えただけで，同じ方程式と

いうことになり，いずれか 1 つの式だけで現実の傾向ば説明可能である。また ， Sd→Pd，→Dd と一方向か

らの因果関係になってはいるが， Sd，=Dd， であるから，実際!とは同時決定となる n 濃密には，同時決定型

の連立モデノレにして計測されね!まならない。そこで，ここでは図 10に示すように ， Sd，=Dd として (3-

7) 式を消却し，需要のシフト要因である Bw， Bu を Pd 式に採用し，理論的にいささか問題を残してい

た Dj を落として， (3-5 ・ A) 式のように，比較静学的なモデJレとした=

その 4 は，同様のことが外材の場合の (3 ー10) ， (3 ー13) 式にもいえ， Sj は J1:Il と傾向的!てほとん

ど等しく ， Mt を直接 Sd ~と導入しでも，外材の影響は十分にみるととができる。そこで( 3 -13) 式を

消却し， Sd 式を (3-4 ・ A) 式のようにした c

以上の検討の結果，最終的に作成された建築用材モデノレが，次!と示す図10とそれに基づいた各モデル式

である。

く建築用材モデソレ No.2>

O 国産材針葉樹素材生産式
、
，
，
，c

 

-
E
A
 

円
3

f
・
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い

(51) ;:，;外生変獣， 0;内生変数J一一:時間的運取をいた万一ドJ 'ì'~1ク

凶 10. 建築用材の因果連鎖図 (No. 2) 
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0 木造建築着工企H11式

B10=f<@Y) 

0 非木造建築若]二百î積式

Bu=f<@Y>

0 国産材建築用製材品供給式
sd=f<eOdn.eSf-1s@sd-1) 

0 国産材建築用製材品価格式
pd=/(e Sd , Bw , Bu) 

EB ffi 
0 国産素材髄格式

pt=f(P@ d>

0 外材建築用製材品需要式

DI=Y(@h ， @B叫，@Bu) 

。 林業所得式

Yf= f(Od n , Pl) 
@ @ 

0 外材製t-1 品価格式

Pf=f(のDf) 

0 外材輸入平均価格式

J1J=f(D@fs@ PI) 

0 外材輸入式
Mt=f(@ Pd) 

注) EÐ9は，パラメーターの予想される符号条件

2. モデルの推定

a) 計測結;r~

<建築用材計測結果>

。 国産針葉樹素材生産式

、
、
，
，
，

っ
“
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..........・・・ (3ー3)

...・ H ・ H ・ H ・ "(3-4 ・ A)
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-・・・・・・ (3-6)

-・・・・・・・ (3-8)
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Odn= 11869. 300-6. 3098284(W一時三1) ー 16.371001Yf-1 

(2.8233609) (4.9871889) 

+0. 871339980J_l ..…・……… (3-1 ・ C)
(0.11991388) R=0.99564, 5=357.78406 

0 木造建築着工1日程i式

Bw= 19819. 898+ 1. 2286278Y 
(0.06342503) 

R=0.98951 , 5=2173.1044 

。 非木造建築者工而和式

Bu= -327.85072+2.1679818 Y 
(0.1157117) 

R=0.98880, 5=3964.5621 

。 国産材建築用製材品供給式

-・・ …...・ H ・ '(3-2)

..........・・・・・・・ (3-3)
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せ

A-1，咽 -1"v[，_"
5d= -1835.6531+0.1844794704叫ー 2196.7488 ι;J L 辺

(0.01722948) (374.24888) J~t-2 

十 0.7728952954-1 ・ H ・ H ・……・ '(3-4 ・ A)
(0.10694696) 

R=0.99543, 5= 112.38032 

。 国産材製材品価格式

Pd=68.19968-0.0004414(5d一 (Bω+Bu))
(0.0000424) 

R=0.96337, 5=5.16249 

-……・……・ (3-5 ・ A)

0 国産素材価格式

Pl= -32.689798+ 1. 3105428Pd 
(0.05224778) 

R= 0.99370, S= 2.84498 

..........… '(3ーの

0 外材建築用製材品需要式

B +Bu+ (Bw+Bu) ー 1Dr= -12524.015+85. 975944Pd+0. 09202661 .LJlQ' .LJU'  \.~ 
ー (17.800814) (0.00834002) ム

・・・・ (3-8)

R=0.99870, 5=262.42969 

0 林業所得式

Yf= ー 344.85082+0.011109840♂+3.88111l3Pl ・・………..……・・ (3-:-9)
(0.00286139) (0.36187705) 

R=0.99083, 5=9.74400 

0 外材製材品価格式

Pf=85. 897953+0. 00300682Df 
(0.00022696) 

R=0.97796, 5=3.83717 

、
，
，
，

nu 

唱
a
A

n
δ
 

rk 

0 外材輸入平均価格式

D， -Df-l 戸Pmt= 3077.9860-545.53136 ~ J n c.!:... + 76. 275105Pj …....・ H ・. (3-11) 
(176.53121) LJf-l (4.9006986) 

R=0.98999, S= 177.23477 

0 外材輸入式

Aft= -88630.954+ 10. 006818Pmt 
(0.47173957) 

R=0.99123, S= 1592. 4966 

〈注) ( )内は推定バラメーターの標準誤差.R は重相関係数.S は方程式の標準誤差である。
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b) 計測結果の検討

O国産針葉樹素材生産式

菌産材建築用製材品の原料生産物を表わすものとして，伐採量，伐採面積，針・広葉樹込み素材生産

量，針葉樹来肘生産量などを検討したが，製材用素材のうち8096以上が針葉樹で，しかも製材用素材の用

途は，建築用材が木材製材品のうち. 75.6% (昭和44年「木材需給報告書J )を占めており，建築用材が

最も多い。また，上記の各原料生産について方程式を計測した結果も，針葉樹素材生産量が最も良い結果
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を得た。よって，国産材建築用製材品の原料生産物として国産針葉樹素材を選んだ。

計測結呆は，重相調係数 (R) は0.996と高く， ( )内のパラメーターの標準誤差の値も小さいc また

配分時差法の概念によった ， O~-l の係数の値も0.871 と， 0 と 1 との問:てあり，条件を満たしている c な

お ， W と Yf-l との線型重合を避けるため ， W-W-1 と伐採労賃は差の形lとしてある。

符号条件をみてみると ， lV は Oan とは相関がー 0.958とマイナス関係にあるが， lV-lY-l と前期との

差分でみてもマイナスの関係にあるロ Yj-l ともマイナスでd-卜休所有者の資産保持的性格を裏付けており，

予想した理論上の符号条件と一致している。また， O~-l はプラスの関係を示しているコ

以上のように，一応満足いく結果を得てはいるが，今なお次のような問題が残る。

素材生産の窪営者行動は，国有林と畏有林ではかなりの違いがみられる=国有林にあっては，民有林よ

りも栢対的に保続的な経営計画が立てられており，かなりの長期まで伐採量が決定されている。したがっ

て，素材生産は市況に直接影響を受けるととが少なく，はじめから固定的:こ与えられたものとみなすとと

ができる。

そこで，国有林の素材生産は与件とし，民有林のみの素材生産式を作成して後，両者を合わせて素材生

産量とした方ほ，より現実的であり，理論的にも明白である。

0木造建築着工面積式

悶民所得のみによって決定される函数となっているが，童相関係数， ( )内の標準誤差，符号条件と

もに満足のいく結果を得たので，そのまま採用するととにした。

ただし，問頭点としては，木造率か何かで代替品の影響を加味すれば，もっと面白味のあるモデルにな

ると思われるつ

0非木造建築着工面積式

モデルとしてはいささか単純であるが，木造建築若工面積式と同様に，十分に満足のいく結果を得たの

で採用した。木造建築着工面積が，所得に対して， 1. 23 (平均値の点所得弾'注値は 0.622) であるのに対

して，非木造建築若工面積は2.17 (平均値の点所得弾性値は1. 01)と前者より大きな伸びを示しているの

は興味深い。

0国産材建築用製材品供給式

線型重合を避けるため Il，lt を伸び率の形にしたと乙ろ，次に示す建築用材モデル No.l の (3-4 ) 

式のめの伸び率の場合よりもパラメーターの標準誤差は小さく，統計的な有蛍性が高まった。配分時差

法の概念によった Sd-1 の推定パラメーターの値も， 0.773 と 0 と 1 との間にあり条件を満たしている。

また，符号条件は， Sa :乙対して 11l，1t はマイナス，その伸び率もマイナスとなっており，その他の符号条

件も予想とおりであるコ

Sd= ー 2676.9561+0.211718450♂-480.29796 ~j-~-SJ-2 
(0.03894265) (253.04142) 0f-2 

+ O. 75102735Dd-l 
(0.24050776) 

R=O.97668, 5=252.74047 

0国産材製材品価格式

(3 ー 5 ・ A) 式に示すよう l乙需要のシフトを考慮した比較静学モデルであるが，線型重合を避ける

ため Bw+Bu として，木造，非木造込みの建築着工面積を算出し，乙れと Sd との差分の形にした。将来
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外材以外の代替品の影響が顕著になれば， Bω， Bu が分かれた形で式の中にはいってくることになろう。

なお，これは需要函数を現わすといえるが，先のモデルの作成の所で値格と需給の関係を図示して説明し

たように，乙の式はプソイド需要函数である 3

計誤n結果は符号条件も統計的有志位も，まずまずである c なお， (3 ー 5 ・ A) 式のほかに，次式のよう

に) Bw+Bu の伸び率の形をとって計測を試みたが， (3-5 o A) 式の方が虫本111児係数も高く，統計的に

高い有意注を得たので (3-5 ・ A) 式を採用した c

0国産素材価格式

(Bw+Bu.) ー (B悶+Bu)-1
P1l= 264. 92027 -O. 00920046Stl+0. 00087402 
d(0.00394294>“ (0:00033ﾌ91) (Bw十 B1I.)-1

R=0.89261 

霊相関係数 0.994 と非常に高く ， Pd のみでほとんど説明されている 3

0外材建築用製材品需要式

線型重合を避けるため，先の (3-5 ・ A) 式と同様に ， Bw+Bu と木造，非木造込みの建築着工面積と

して，それの前期との平均の形をとった。乙の場合の符号条件はプラスで予惣どおりであるが， Bω+Bu 

の{申び率をとってみると，次に示すようにマイナスとなる c 乙れは，木材代替品の影響による乙とが考え

られる。

0林業所得式

(Bω+Bu) ー (B仰+Bu)-l
Df= -24423.741 十 292 ， 43720Pd- 9389. 7028 
Iο7'.772980)(2981: 702Eb (Bω+Bω) ー l

R=O.98949, S=743.49931 

霊キ自粛係数，標準誤差，ともに満足のいく計測結果である ο Yf-Odn の杓:号条件をみると，単相調係

数はマイナスであるが， (3-9) 式の計測結果はプラスで班il命的符号条件と一致している c なお， Pl が

高いため Yf は殖え，その結果，切り惜しみして Oa''' は減ずる，という構造を考慮しているから，モデ

Jレとしては， 0♂×九として林業生産額とするか， PL のみの函数とした方がより珪詮的であろう。本来

なら，それに費用要因をマイナスの形で導入できれば，最も理想的である c

O外材製材品価格式

外材製材品需要によって価格が決定される形となっており，符号条件も統計的な有意性は良好である。

両者の関係は供給曲線が計測されているといえるが，外材は供給の左シフトもかなりあると予想されるの

で，どちらかというと，モングレJレ曲線に近いプソイド供給曲線であるつ

0外材輸入平均値格式

DJ と P，，/ の相関は0.986こプラスの高し、相関関係を示すが，線型重合が生じたため Df の伸び率を採

用したところ， (3 ー11) 式に示すようにマイナスの値を示した。統計的な有意性!ま満足いく結果を得て

いるが，先にも述べたように，国際市場を表わす要因が欲しいところである=あるいは Pm' は，国東市

場の彰響を受けるものであるから，最初Jから与件として外生化するととも考えられる。

0外材輸入式

モデノレとしてはいささか単純であるが，統計的には高い有志性を得ている。なお，外材輸入は在庫にか

なりの彰響を受けているコ在庫データが不備なため本報告では省略したが，地較的データが整っている米
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材，南洋材の在意で代表するという試みも一考の余地があろう】

c) モデルテスト

モデルのパラメーター推定後の精度検定には，今までみてきたような標準誤差や重相関係数の計算など

による検定の方法がある 3

乙乙では，ある観察期ilBが第 1 期と第 2 期!こ分けられた場合，あるいは新しいデータが加えられたりし

た場合に，雨期間の聞に構造的な変化が生じているかどうかをi検定する，構造変化のテスト加をまず行な

う。次に，設定されたモデノレが，どの程度までうまく現実の経済現象を再現してくれるか，モデJレモれ自

身lと現実の数値を代入して，シミュレートしてみる c ことでは，部分テストと最終テストをおこなう。

③構造変化テスト

図12， 13において，昭和43"-'44年の伸びは前年に比べると ， BII) はいくぶん緩やかで， B'll はより顕著

であるつ木材代替品の進出とそれにともなう建築様式の変化などから，構造変化のきざしとも考えられ，

構造変化のテストをみてみよう。

構造変化のテスト方法には， G. C. CHOW によるものがある、とれは残差平方和を用いて検定するもの

である J 今，仮iζ全期間で n 個の観察値を，第 1 菊川 1悶と第 2 J問均値!と分け，両親聞に構造変化がある

か否かを残差平方和を用いて検定するのすなわち，構造家化なしという帰無仮説のもとに，全期間を通じ

てパラメーターを推定したときの残差平方和 Qs は，構造変化ありという対立仮説の下にパラメータを推

定した第 l 期間の残差平方和 Ql と，全期間において推定されたパラメータと第 1 期目のそれとの差に起

因する残差平方和 Q2 とに分解される。このときもし「構造変{じなしという舟無仮説が真ならばJ Q2/同

法 Ql/σ2 とは諒立に白由度 h のが一分布に従う p したがって ， F一分布の定義から， r構造変化なしと

いう仮説」の下で， 111>k, n2>k ならば，

Q21た
F(R1n-2k) 一 Ql!(nー 2め

は自由度 (R， 12 ー 2k) の F一分布に従う。

llt>R, 112くんの場合は同じく「構造変化なしという仮説」の下で，

Q2fnll 

F(n2. 1l1-k)= 志T(nt- k)

が自由度 (112， 1l1-k) の F分布をするととになる(詳しくは文献 2) を参照)。

こ乙では唱和44年以降， Bw , Bt~ 各式に構造変化がみられるかどうかのテストであるから，幻1>k，1'12くみ

の場合となるコ

さてまず，昭和35"-'43年の Bw ， Bu. 式を計測すると，

Bω= 19581. 382+ 1. 2400262 Y 
(0.08834608) 

B包= 1364.6202十2.0871008Y
(0.15450391) 

R=O.98269 

R=0.98269 

のようになる。乙の式の残差の 2 柔和はそれぞれ Q[3ω=37563470.879 ， Q[3u= 114886777.643 であるコこ

の式の昭和35'"'-'44年同ける計測の残差は， Qfω=37打9062. 1拡 Qflt= 125742020. 凶である。乙れら

の残差;こより，次式lζ代入して F伯を算出して F検定をおとなうコ

F=~Qs-Qt)fn2 

Q1/(町-k)
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ただし ， Q は第 1 詩]の残差 2 乗和， Qs は全期間の残差 2 乗和， 111 は第 1 期の観察値数， 112 

1第 2 期の観察値数， k は定数項の独立変数=1 を含めた独立変数の数である。

215591. 249/1 
FBW=~以'.f~7n R7Q I (0ーワ、 =0.ω02<Fo.05=5.59 d.J.=l , 7 

10855243.002/1 
FBu= 百羽蕊汗77638/ 〔E27=0.6614くFo・05=5.59 d.f・ =1 ， 7

これによると，危険率を 5%としたH寺 ， d. J. (自由度)=1， 7 の{直 Fo.os=5.59 に対して，明らかに，

B ll), Bu いずれの場合も ， F<凡.05 となる c よって，母集団!と構造変化なしとする仮説ば棄却できないc

@モデルテスト

モデルの説明力のテストを部分テスト，最絡テストによってみたのが，図11~21である。

テストの結果は部分テスト，最終テストともによくフィットしており，モデノレの適合皮は高い。ただ，
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;~118林業所得にみられるように，部分テストでほほ!ま克全にj[[い迎合度を示しても，最終テストでは変動

の~Iかいところまではフィッ卜していない助今があるコこれは，最終テストになると全体的にならされて

推定値が出てくるため，趨勢はフィットしでも変動の滋しい所では，実際の観察値との問にかなりの差が

生じてしまうのである c
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/ 

長t-向'_."，，1
l'1t ぺ引

これは，悶15の高 prr材製材品価格をみてもわかる

ように，趨勢;まフィッ卜しても変動のあったH日和41

年前後は，観察値との刊に幾分差がみられ，これが

|訪問国産材業材{而r~ ， 凶18 林業所得に影響したと

辺、われる 3 モデノレの精度をさらに高めるには， これ

らの点を考察する必要があろう。

3.5 36 37 3B 39 40 4' 42 4:1 44 45 '1: 

またこの国産材製材品価格にみられるように，昭

如44年以降の，構造的変化は会卜分説明し得ていない c

したがって、本モデルでは次で試みる予測にあたっ

ても?実際に予想されるより以上に，価格が卜.昇す函 21.外材輸入品 (I~11)

る傾向値を取ることになろう c この点については，新たなデータが{~られたと乙ろで，改めてモデルの作

成が試みられねばならない 3

3. モデルの応用

a) 予測

分析の手Jl貝で述べたように、予測は非常にむずかしい問題である。乙こでは，モデlレの一応用として，

本モデルを用いて予測をおこなえばどのようになるか試みてみた c

b) 予測結呆の検討

建築用材の予測には， 1) 現在の t迦勢を仲ばした場合， 2) 金融引締めによる昭和45年の不況を考重し

た場今， 3) 不況回復が遅れた場合，の 3 つのケースを~.えて予測した c

1 )現在の趨勢を伸ばした場今についてみると，国虚材製材品価格 (Pd) は、 昭和45年152.8， 11日和47

年 184.5 であるのに対し. 2) 昭和45年の不況を考墜した場合は.それぞれ137.4. 161. 2. 3) 不況回復

が巡れる場合は137.4， 155.8である"また外材(，Hi杭也ども，それ相応に 1 )の場合よりも仲びがゆるやか

になっている。 2) ， 3) の場合のl刃産針葉樹生m~呈 (OdTl )， 国産材建築用製材品供給量 (Sd ， 図 14) の

減少率が， 1) の場合よりゆるやかになっているが，林家の行動として伍格が高ければ売り控え，低けれ

ば一定の収入をうるため，より多くうでりに山す'傾向のあることから，当然巧えられることである。

なお， 2) 昭和45年の不況を考慮した場合， 3) 不況回復がおくれる場合の国産材製材品価格式法次の

とおりである lニ

Pd =68.19968-0.000414(Sdー (Bw+Bu))

一 {68. 19968-O. 0033871(Sd-Dj-l)} XdPd 

ただし， 2) 昭和45午の不況を考慮した場合

'Pd45 = _!の場合の S.45 の Pd -S.45.1........11 までの Pd-d45-
1 の場合の S.45 の Pd

152.8-137.4 
一= O. 1008 152.8 

1 の場合の S.45 の Pd ^ 1 ^̂ .̂. 152.8 
d戸山日 =dρd45 X -; ~;;' ~-=. ~~ I~I- ;; -.. =0.1008x 一一一一一 =0.1121S. 45.1~~1l月 Pd -v. .LVVVA  137.4 

dPd41 = dPd46 X 
152.8 

=0. 1121X 一一一一 =0.1247137.4 
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表 7. 建築用材

1. 現在の趨勢を伸ばした場合

O�n Bw ιi Sã(=ん) I ん A
15249.9 I 152.8 I :67.5 

14062.0 I 167.4 I 186.6 

12634. 1 I 184.5 I 209. 1 

昭和 45 年

46 

47 

2. 昭和45年の不況を考慮した場合

O�n Bw B叫 S�( =Dd) Pd 

昭和 45 年 27115.0 87577.3 1192.33.9 15249.9 

46 25904.2 99104.2 139573.7 14435.5 

47 24146.7 112653.2 163481. 7 13409.6 

Pr 

147.3 

16i. a 
178.6 

3. 不況回復が遅れた場合

46 

S�(=Dd) 

47 

15249.9 

14435.7 

13458.7 

昭和 45 年

3) 不況回復が遅れた場合

1 の場合の S.45 の Pã -S.45.1........11 月までの Pd
dρã4S= か =0.1008

1 の場合の S.45 の Pd

( 1 の場合の S.45 の Pd ¥2 "1 nnn ../152. 8 ¥2 
dρω=命的x ~ ~ -S~~45: �:___ � i月九 ) =0.1∞8X~百τ4) =0.1247 

dPdU= d，ρd47 X 11 =0 凶x(議会r=0.1542 

である。金融引締めによる昭和45年の不況を考慮した因子の導入は，上!と示したように，まず金融引締め

による変化の実績値(昭和45年 1.........11月)と昭和45年の推定値とから，修正係数を算出して決定した。次

の昭和46年以碍は，前年の不況因子 (dPd) と実績値と批定値との比 (Pdlん)を乗じて，算出した。

実績値と推定値との比を各年ごとに乗じであるのは，次のような理由による。不況を考慮した唱和45年

1~1l月の実績値と推定値の修正係数の一定割合のみを悲し引くのでは，昭和46年以降は，昭和35""'44年

と同勾配で Pd は上昇する乙とになる~実際の車JJ きとしては、逐次各年にその影響は波及しすぐにもと

の動きに帰える乙とは考えにくいコそ乙で九上昇のj!，1J介も徐々に景気が回復するように，過去の勾Eよ

り援やかな上昇を示すように， (S. 45 九/ S. 45. lc~l1ん)を乗じてある。 3) 不況回復が遅れる場合

は，乙れをさらに 2 乗してその因子を算出しであるう

以上，モデルの一応用として予測を試みたが，将来の予測を試みる場合は上にみたように，考えられる

いくつかのケースを想定して予測をおこなう乙とになろう。先にも述べたように，昭和44年以降の講造変

化が十分説明し得ていないため，実際よりもより価格を上昇させる傾向を有している。予測植をみる場合



建築用材および普通合板需給の計量的研究(行武) - 55-

予測結果

Df Yf P( 争 t
m l .. ft lV ? 

18534.0 606.5 141. 6 13�54.8 490:0.4 2079. 1 55148.9 

22362. 1 653.0 153.1 14645.8 57927. 1 2228.9 64530.8 

27027.5 707.7 L67.2 15714.7 68623. 1 2378.7 75558.6 

DJ YJ P1 P!:. m lVft 時r ? 

17209.9 528.2 137.6 13499.0 46451.3 2079. 1 55148.9 

20736.2 571. 1 148.3 14273.8 54204.6 2228.9 64530.8 

25023.5 616.5 161. 1 15孟56.1 64034.0 2378.7 75558.6 

D, Yf p , ρi lﾎfl. ‘ J.V Y 

17210.2 528.2 137.7 13499.1 46452.0 2079.1 55148.9 

20555.5 560.4 147.7 14238.1 53847.4 2228.9 64530.8 

24555.0 590.7 159.7 15155.3 63025.2 2378.7 75558.6 

も，乙の構造変化をどうみるか考慮しつつ参考にする必要がある c つまり考司えられる外部的経済条件の変

化を，どのようにモデル内に導入するか検討の必要があるコ上述のように，価格に直接導入する方法もあ

るが， その場合， Bw, Bu のように，外生変数のみで，規定されるものの変化はみる乙とができない。外

生変数そのものの将来考えられるいくつかの変化をみて，徐々にモデル内にその影響が波及していく，と
¥ 

いう予測方法の方が，より一般的であるつ

なお，予測に際してはまず外生変数 W， Y の予測が必要である c その予測値は，国民所得は日本経済

研究センターの計測による予測{fi'(を採用し、伐採労賃は，

w= -4660.5030+ 149.769691 
(9.3452324) 

!とよって，推定したと，

R =0. 98478 
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E 普通合板の需給構造

普L通今仮!とあっては， II{{和45年に好況，不況の波が一度:こ押し寄せ，急激な変動をきたしている仁l 木報

告における普通合板モデルは，主に昭和40.......44年までの 4 こ|斗り!データによる分析で， との急i設な変動は十

分に考l設されていない円また，建築用材のモデルイ乍成のところで述べたと同じように，モデル上の問題点

があり，参考までに計測結果は掲げるが最終r(なモデルは次の機会Ic譲るとと，，..する c とはいえ，今川計

測のモデルでも，かなりの程度まで普通合板の内部構造を実証的に説明し得ていると思う c

1. モデルの作成上の問題

ここでは‘普通作板のTIT J品構造，需給動 1{1]を明らかにしモデル作成にあたって，し、かなる問題が存在

するかについて述べよう。

a) 市場構造

わが目4における最初の合板製造は， IJJi台40年(1907年) :ζ，浅野吉次郎が輸出向 :j チ ι スト m合板を製

造するため，ロータリー!鳴を作ったことに始まる。

戦後における合板工業の仲患は，どちらであろうか二昭和24午ころまで木材供給が統制下!とあったこと

から，あまりヨ克った仲良はみられなかった c ところが昭羽J251， 1:.に，木材統制法が廃止され，南洋材iま白

白承認a刊により多量に輸入されるようになる。一方，同年 6 J J に!wJ鮮動乱が勃発し，その特需ブームに乗

って合板生産は昭和27(tドに，戦前の昭和 14 ， 15年ぷ準の 7， ~100 万m221>ピ達した c このころから合板工業

は本給的な発展期を迎え，昭和34年ころから昭向39年までさらに第 2 期の発展をするに至る。

乙の第 2 発展期の特徴は，①フィリピン，台湾，韓国など発展途上国の台頭lとより，アメリカの合板市

場がしだいに浸食され，アメリカ向け合板輸出が停諜した ζ と，②これら発展途上国の台頭と相まって，

ラワンの主要な諭入先であるフィリピンの資源、に限界がみえだしたことにより，ラワン原木の入手が比較

的凶雌となったこと，③Il:1 内市場にあってほ，二次加工作~震が著しい進展を示したこと，④それと同時に

ラワン原木の供給源を抑えている商社が，'製品の販売百にも進 1'1'1 してきたこと，などがあ lずられよう c

昭和40----44年に第 3 期の発展をみる;ご至る 3 この1~の特徴は、第 2 却の持教が一間顕著になってきたこ

とである。合板はコストの6096以上が原木質である。この原木が伐採地点の奥地化とともに，経費がかさ

んで仮格が上昇し、同Ii'~:iと J171質の低下，任級の判JjJJ 、化をもたらしているラこのように原木問題が一同顕在

化した形で主じてくる。 介板，製品市場Wiにあっては，床汀!合阪など[事物合板，外装合板，コンクリー

ト・フォームなどが，二次加工合坂に加えて新たに開発された。これによって，合板工頃は一層近代化さ

れ，マスプロ化されるに至るコ Lかしながら，これを受け入れて消費者へ流す側の流通商の体制が不十分

なため，流通のパイプがとどこおりがちとなっているわこのため，メーカーのなかで白阪に踏み切るもの

が出たり，商社の販売Wiの介入が一層制若となるコ土とえば，ある商社にあっては流通センターを設Irt

し，木材業者を中心とした小売店組識を1'F ったり，合板、新建材の販売会社を設立したり、 i官接小売j苫と

結びついて問屋機詣をも来たそうという傾向がみられる=

以上，合板における Tli場時迭の運!と的な変造をかいつまんで述べたが，以下合板市場の流通機構をt'Xj示

しながら，そD主たる H\.~ )干である合阪工J&i ， 商社，問屋のWI係を今少し述べよう。

これまでにみたように， II(J 有J33 ， 34'q~ ごろに一つの市場問造の変化がみられる。昭和33， 34年以前およ

び以後の流通議講を示すと，同22， 23のようになるぐ;これをみてもわかるように， 1m 有133年ころまでは，
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(a)普通合板

- 57 ー

( b)2 ;X加工合板

(注)一一主要窪跨
ーー合守長IJ;究Er::'イ髭き

|酒 22. IIH司33年ころまで司会板流通機付与 I~ 23. 最近の合板流通径路

合板工場から消費者まで途中問屋，小売がはいるだけで， 3 段階であった。ところが，昭和34年以降最近

においても，合板工場からまず商社を過じて問屋，小売へと 4 つの過程を経て流れるケースが多くなっ

た c その流通径路の割合は商社を通して問屋へ流れるよ詰合， 60'"'-7096，合板工場から問屋へ直送される場

合が30"-'4096 くらいとなっているョなお，合板工場から直接小売。と結びっこうという動きも 2 ， 3 生じて

いる，

とれら流通機轄の変化はいかなるものによるのであろうか心

その主な原因としてあげられるのは，まず，合板工場数の増大と規模のJ広大であろうこ， n!=l和 28年の工場

表 8. 合単板工場数(従業者規技りIJ)

従 業 者 士見 :f~~、i 7JIJ 
年 次

11 19J 以下 1 1…9 1 …l…1
300

) 
昭. 40 495 I 59 I 200 I 89 I 89 I 34 I 24 

41 524 I 71 I 197 I 98 I 96 I 33 I 29 
実 数 Q 582 I 81 I 210 I 97 I 111 I 36 I 47 

,:,3 86 210 96 108 50 44 
44 661 109 2.39 109 89 65 .50 

IV!.. 40 100.0 11. 9 40.4 18.0 18.0 6.9 4.8 
41 ム 00.0 13.6 37.6 18.7 18.3 6.3 5.5 

構成割合 42 100.0 13.9 .36.0 16.7 18.1 6.2 8.1 
43 100.0 14.5 35. ぶ 16.2 18.2 8.4 7.4 
44 100.0 16.5 36.1 16.5 13.5 7.6 

i陪. 40 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 , 100.0 
41 105.9 120.3 98.5 i 10.1 107.9 97.1 120.8 

40 年対比 42 117.6 10ふ O 109.0 124.7 105.9 195.8 
43 120.0 I 145.8 10ふ O 107.9 121. 3 147.1 183.3 
44 133.5 184.7 119. ふ 122.5 100.0 191. 2 208.3 

和. 40 104.0 109.3 103.2 100.0 100.0 130.8 92.3 
41 105.9 i 120.3 98.5 110.1 107.9 97.1 120.8 

前年対比 42 1 11. 1 114.1 106.6 99.0 115.6 109.1 162.1 
43 102.1 106.2 100.0 99.0 97.3 138.9 93.6 
.q 111. 3 126.7 113.8 113.5 82.4 130.0 113.6 

注) 萌掲「木材需給報告書j 昭和4/1. 26p.
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数 170lC対し，昭和34年は 218 工場 (2 次加工合板工場は含まない)と増加し昭和44年で:ま 278 工場，

2 次加工合板を含めると 612 工場となる。昭和33年ころまでは， 2 次加工会板はほとんど生産されておら

ず，普通合板の時代である。

次Jζ，規挟別に工場数の推移をみてみよう。本報告で計量分析対象期間(昭和40........44年〉の工場数の推

移を，従業者規模別にみたのが表 8 である。乙れによると， 49人以下の工場数も増加しており，大規模化

の傾向は製材工場ほど顕著ではないようであるけ ζの49人以下層の増大は， � 2 次加工合板」のみを製造

して，加工度が低く，小規模でよい工場が増大している乙とによるものである。では，台板から 2 次加工

までの一貫生産を行なう「普通合板と 2 次加工合板J は， 300 人以上層が3896 と大規模の害1]合が高くなっ

ている。さらに，生産量割合は昭和41年実績で 301 人以上層が49見27)を占めている=そして，乙の 300 人

以上履法昭羽]40年lζ比べると， 4196の増加2õ) となっており，大規模化の傾向も顕著であるじしたがって，

合板工場!ま 2 次加工合板の発展とともに，大規模化すると同11寺 !C ， 小規模化も進んできたわけである c

ともあれ，先:こもみたように合板工場の規模拡大，設備の近代化とともに生産量が増大し，販売面で高

社の介入をみるわけである c

合板原木の供給は商社の掌中にあるコ商社は，原木売り渡しの見返りとして，合板製品を買上げる乙と

により，合板メーカ-!と対する危険負担を軽減し，合板製品の販売により売上げを増加できるわけであ

るうもっとも，乙の背景には，フィリピン，台湾などのアメリカ市場進出による輸出合板の頭打ちによ

り，圏内需要に目を向けざるを得なかったのであるつ

一方，合板メーカーにしてみれば，製品売渡しによって，原木購入の決済ができ，信用の大きい商社の

手形が受け取れるだけ，資金の回転も容易になる。

商社の流通面への進出には，以上のような合板メーカーとの関係があったわけだが，商社の販売面進出

の珪自に野村勇は，次の 5 つを掲げている 22) u 

① 業者が 2 次加工合板の製造機械の販入にあたって多額の資本を必要とした乙と。

② 新しい製品の生産と販売;ζ当たって生ずる危設負担を分散しようとしたことご

③ 2 次力IJ工合板は，おしなべて普通合板より利ざやが大きく，商社担1]にとって魅力があったととっ

④ 2 次力u工合板は木材などよりも製品規倍が統一されており，商社側にとってその取扱いが容易であ

ったこと c

⑤ 乙れほ 2 次加工会板だけではないが，原木の調達は大fH~分商社の手を通じていることっ

以上のように，最近商社が問屋的機能をも果たしてきたわけであるが，そのことによって問屋そのもの

の実態は，どのように変化したであろうかc

問屋機能のうちで最も重要な機能は，商品の在庫楼能と金融機能および販売機能である，といわれてい

る c 在庫機能ば，普通合板にあっては 1 迎Iß1分ぐらいで，ほとんどその機能ヨ果たされていないっこのこ

とが，合板流通の大きな怪桔ともなり，商社の進品を許す一因でもあるようであるコ在庫機能の乏し" 'と

とから，一般経済の好、不況の忌響を受けやすく，不況になるとかえって値下がりの少ないように売って

しまおうと，売り急ぎ、価格の下落に追い打ちをかける傾向がみられる。乙れを避けるため，日本合板工

業組合連合会が組織されたり，不況カルテJレがそのつど桔J点されてきている c

商社の流通面進出により，金融機能は後退したが，在庫機能の乏しい詞屋は生産量の増大lとより，さ(ま

ききれなかった製弓を商社によって助けられたともいえる lフ
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販売商にあっては，合板工場から直接

入荷する割合が減少し，商社を通して仕

入れる形に変わっただけで，販売機能は

従来と同じといえよう。ただ，当然のこ

とながら，商社は信用度の高い問屋にし

か叛売を任せず，また安定した流通が行

なわれるように，問屋を系列化して特約

店制度に持っていったω ことが. ng和34

年以降の問屋における変化のーっとして

掲げられようっ

b) 需給動向

戦後における合板工業が第 1 の発展期を迎えたのは，先にも見たように，その生産量が戦前の昭和14，

吋\\/rf\ノ~
ト~ r---/ 

s 28 'l9 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 AO .:11 42 43 44 45 
(1~51ω (i~α!197C: 

図 24 普通合板価j令指数

Fig. 24. The price inc1ex of orclinary ply'¥voocl. 

15年水準にもどった昭和27年から 33年までである。普通合板の価格推移によって，その発展過程をみると

図24のようになるごl

これによると著しい価格の低穫がみられるのは，昭和33年と 39， 40年である。昭和27年を 100 とした場

合，昭和32年が76.7に対し昭和33年ば61. 2である。その 6 年後の昭和39 ， 40年は，昭和35年を 100 とした

場合，昭和38年が 128.1 と顕著な上昇を示しているのに対し，それぞれ115.7， 107.7と下落している仁そ

して，昭和40年から 5 年を経た昭和45午後半からの価格下落を加えて考察すれば，イT板業界の不況は一般

景気の動向を受けやすく，ほぽ 5'"'-"6 年ごとに，かなり周期的に訪れているといえる c

表 9. 合板の生産量と輸出量

生産量|輸出量|
次 I '". ,..,. --=., _ .1 

普還合板 1 2 次加工合同普通合板 !?F4241 ン1
28 年 I 101 , 100 I ¥ 14, 355 

29 I 132.446 I 41. 191 

年

昭和

0

・
1
2
3
4
5
6
7
4
8
0
J
O
l

q
u

っ
u
n
d

っ
u
q
u
q
u
q
u
q
d
q
u

内J
d
.
4

・

170 , 957 

208, 359 

224, 827 

268, 593 

323, 301 

321 , 489 

374 , 684 

458 , 175 

518, 223 

613.296 

656 , 859 

775 , 360 

78 , 726 

125 , 842 

161 , 502 

186 , 626 

235, 515 

58 , 405 

65, 152 
82, 061 

86, 875 I 
106, 4.35 

I 

88 , 407 

86 , 336 

89 , 528 

85 , 427 

75 , 119 

ï7, 791 

69, 958 

14 , 945 

18, 689 

24 , 379 

42 I 944 , 459 I 282, 087 61 , 180 I 23, 07 L 

43 I 1, 185, 640 1 315, 040 1 78, 697 1 2乙 488

44 I 1, 473, 2261 3る6 ， 102 1 64, 907 1 33, ,393 

45 I i ， 6叫 416 I 482, 43i I 51 , 346 I 丸山
注) 林野庁林産課;木材市況月報より作成，普通合板生産量は 4mm換算値である。

(寸. m2) 

昭.40=100

i 普通告板
計 |価格指数

1 久 35忌 i
41 , 191 

I 
ふ8 ， 405

65 , 152 I 

82, 061 I 
86, 875 

106 , 435 

88 , 407 

86 , 336 

89 , 528 

85 , 427 

90 , 064 1 

96 , 488 I 
94 ，ふ37

84.260 

106, 185 

98, 300 

80 , 587 

109.0 

101. .3 

96.4 

86.5 

87.6 

69.9 

89.2 

88.1 

96.1 

110.3 

112.8 

101. 9 

100.0 

116. ? 

115.2 

110.3 

111. : 

125.6 
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さて，各発展期の動向を数量的に追

って，その特徴をみてみよう口

第 1 発展j自の昭有~33午乙ろまでの年

格動向は，図24からもわかるように，

価絡はむしろ減少気味であるラこの時

期は昭和29年乙ろに一般景気の一つの

谷があり，景気後退がみられ，その影

響を受けたきざしがみられる l→しか

し、合板生産量は，昭和33年には 2 億

函 25. 合板の生産量;と輸出量 6， 859万m2で昭和28年の約 2.7 倍，輸

出の方は 8， 687m2 で ， n(.~和28年の実に 6.1 倍もの伸びを示している(表 9 参照)c

岩戸景気の時期:こ当たる第 2 却にはいると，先にもみたように，合.仮怖格i主著しい上昇を示すコ生産量

にあっても， HEF自139年は 6 億 1 ， 330 万m 2 と沼和34年の 1.9 {tft'の伸びを示している=しかし，この時期の

特1民ば、 2 ì欠加工合板の台頭と，輸出の{中び悩みであろうに 2 次加工合板にあって:二，表にもみるように

わずか 2 年くら'パの問に 2 倍以上の仲びを示している。

これに対して輸出面では，昭和34年が 1 倍 0， 644 万 111 2 あったものが，昭和39年には 7.779 万 n12 と約 3

割の減少となっているコ

第 3 発鹿島，1]の明和40年以降は， 2 次加工合板の進出により， !fi有 IU面においてもいくよん仲び、はするがヲ

普通合仮:ま減少の一途をたどるらその輸出構成割合は， I~臼 ti140午に普通合板が80.696，化粧用，プリント

用などの 2 次加工合板が19.496であったものが， ，;g和45年 i乙ばそれぞれ63.7%， 3.6.3，9.ぎの値を示すように

なり， 2 (え加工合板の Il令市ウエイトが?I三;中:に高くな勺てきている ι 生産面(土、先の木材需給動向のところ

表 10. 輸入先~IJ今・単板輸入実結

Table 10. The import of foreign ordinaly plywoods and veneer sheets (unit 1000mり

こ1
日日 !原産国

J_o1"_eign country 
43 jド

1968 
45 年

1970 
11 

Goods 
44 年

1969 

枠 医| .3, 315 (49. 8) 23.714 (37.2) Korea 

O作rdinary plywo板ocls -h ‘ドJヲfミ
Formosa 653 (35.1) 2, 623 (39.4) 33, 934 (53.2) 

1, 863 ( 100) 6, 659 ( ~OO) 63 , 836 ( 100) 
Total 

シンガポール 282 ( 4.0) 2, 198 (~~.2) 
Singapore 

単Veneer sheet板s 

マシMーalシavアsi連a 邦 3, 295 (46.9) 5, 630 (36.4) 

Pフhィi1 ll ピン
lppme 1, �2� (話.8) 6.74る (4 -3.6)

Total 7,024 (1川 6， 814 ( 1∞)忌 473 ( 1(0) 

注) 日京合坂工業組合連合会;合板統計より作成， ( ) 96 
CNotes) () ; % 
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でもみた建築活動が，活発になるに従って合板の生産も一明日発となっているり

上にみてきたように，台湾，韓国などのアメリカ市場進出により，わが国の合板輸出はしだいに頭打ち

となってきている訳であるが，これら発展途上国の進出は、アメリカ Tlï腸進山のみならず，わが国!こも急

速に進出しはじめているコ現在，今板は20%，の関税 lとより輸入 !.e制限が加えられているが，特恵関税が合

板l乙適用されれば，表10をみてもわかるように，合，単板の大量輸入をみるであろう。

これによると，合板で最もわが国に輸出を行なっているのは韓国と台湾である c 昭和，!5年の合板総輸入

量 6， 383 万 111 2 中、 90.4% と、そのほとんどをこの両.国で占めている c 単板ではフノリピン‘マレーシア

で，毎年111板総輸入量中のほぼ70"-'8096を占めている υ 合板にあってほその付lびも著しく， 1I{{和44年が前

年の 3.6 倍，昭和45年は前年の 9.6 伯も増大している c

次:乙普通合夜， 2 次加工作板にあって，いかなる種類の合板が増加|しているか，地域的にみ~(ばどこ

が(キヨているか，今少し詳細!と追ってみようっ

表11 において、普通合板のうち昭和40年以降について、ベニヤコア一合板の ~I:産がほとんど，特殊コア

一合板は 196にも満たないc ベニヤコア一合板のうち，最も多く生占されているの法， 2 類でllß"?:44; r=-:ま

9{.な 5， 627 万m2 と全体の7596 を 11 i めている， 1UIは，1:産技術のillW;:や:ili担m式の変化{とともなうそβ要

構造の変化ほどにより，昭和44年に :i 2 億 2 ， 780 万m2 と全体の 18泌を占め， IIBTt!40年の約 4 倍ものHl :J

を示 Lている。一方， 3 類!ま 1 J$l とは逆に， U{{ HJ40:: r:.には全体の 34.096 もあったものが，昭和44+にはわ

ずかに 6%を占めるに至抗生産量も 7， 774 万m2 と H日刊40;f.の 3 分の l に減少している=

はさ別生産量の構成割合は，昭和44年12{Q~7 ， 166万 m2 中の42.496が 3 mm ,,1.::fi:I'L 37.596が 3""""6 mm , 

20. 1劣が 6mm以上となっており， 3mm未flriの薄~~が最も多い 3 しかし，泊年と比べた場作;こは、 3mm

未満106.7 ， 3""6mm108.8, 6..-.__.12mm123.3, 12mm以上174.6 と 6mm 以上が最も大きな {rllびを示して

いる c 特に12mm以上は 174.6 と若しいひ

2i欠加工f??仮にあってはどうであろうかc 表 12 によれば， IIH 有] 44 午にあってもプリント合板が全体の

35.3;ぎを占め、 2i欠加工合阪の中心をなしている。また，秋111 スギ似り犬)1二板で有名であった張天合板

が，秋田スギの森林;資源、の枯渇問題もあ勺て， しだいに減少している。張天作板の生産量も， 11日和 41 年

表 11.普迎合板知見IJ 生 1m t辻

年 、E4:2，，主
ベニベコア一合板 門コアー
計 I 1 類 I 2 矧 I 3 矧 メ入1 主臥主

IIH. 40 716.865 7iO, 5486j | 56 , 686 408 , 386 
41 830, 585 824 , 31 74 , 425 540 , 966 

実 数 42 976, 082 969 , 552 119, 246 692, 708 
43 1, 122, 950 1, 115 , 2441 164, 530 829, 542 
44 1, 271 , 666 1, 261 , 798 227 , 797 956 , 2651 

lHH40 100.0 7.9 57 , 0 
41 100.0 99. 9.0 65.1 

構成割合 l 42 100, 0, 99. 12.2 71. 0 
43 100.0: 99. 14. � 73.8 
44 :00.0 99. 17.9 75.2 

100.0 100.0 100.0 
115. 116.0 131. 3 132.5 

40 ';f.対上t. I 42 136. 136.5 210.4 169.6 
，~.~ 156. 156.0 290.2 203.211 1 

177. 177.6 401. 9 234. 

注) 1 類(完全耐水性合絞)， 2 煩(町民耐水性作板)， 3 類(普通耐水性合版)

前掲「木材需給報告書J I田和44年， 29p. より引JlL

6，ゐ 17
208 , 92 6, 269 
157 , 59 6, 530 
121 , 17 7, 706 
7ï , 73 9, 858 

34.22 1 0.9i 
25. ~. ~I 
16.1 G.7 

0.7 
6.1 0.8 

85. 99. 
64. 10ム
49. 1221 
31. 7 156.1 

(千m2)

4 mm  

換算:主1:

656 , 859 
/75 , 360 
944, 459 

1 ， 185 、 640
1.473, 226 

一

lC(I.O 
118.0 
143.8 
:80.5 
2三4.3
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表 12. 2 次加工合板生産量 (千m2)

f手 計 F;-~~Iプリント叫|斗人瓦同~it~~1 張天州
明和 40 年

186, 626 35, 775 72, 964 23, 725 12, 846 
(100) (19.2) (39.0) (12.7) ( 6.9) (17.7) 

11 42 年 282, 087 65.860 112, 822 26, 865 23 , 9ï7 36, 837 
(100) (20.2) (40.0) ( 9.5) ( 8.5) (13.0) 

1/ 44 年 386. 102 70.809 136.023 26, 886 43, 836 32, 523 
(100) (18 ‘ 3) (35.3) ( 6.9) (11.4) (8.4) 

注) 化粧合坂Iまメラミン，変性メラそン，ポリエステル，均:化ビニール化粧合板の合計( )内は%である。

前掲「木村需拾報千台骨J 昭和44年より作成、

3 ， 963 万 m2 と前年よりも 1. 2 倍の伸びを示したものをピークに減少気味，昭和44年の構成割合はついに

1096台を割り， 8.496 を示すに至った日

乙のように， 2 次加工合板の生産が伸びているものは，量産可能で色がらが豊富なものになっているっ

ただい単板化粧!まり合板は，高級銘木を使った加工合板である。内装の高級化の進展を反映して，昭和

44年は 4， 384 万 m2 でその構成割合は， 11. 4箔を占め，昭和40';1~の生産量1. 285 万 m2 の 3.4 倍と，その

伸びは著しく，張天合板の減少傾向とは対照的である。

次!こ，地域別に合板生産の動態をみてみよう(表13参照)コ乙の表からまず気づくことは，東京，静岡，

愛知，大阪の主要生産地の全国!とおける生産のウエイトが減少し，その地域(主に東北，北陸，九州)で

増大してきていることである。 昭和40年に対する昭和44年のや11びをみると，全国水準が1. 8 倍，東京 1.1

倍，静岡1. 4 倍，愛知1. 3 倍，大阪1. 6 倍といずれも全国水準よりも低い伸びを示している匂とれに対し

て，束日本， ji_Ei 日本のその他地域では， 3.2倍， 2.5倍と大きな引11びを示している。

このようにその他地域が伸びた理由として，次のような事がらがあげられる。

①主要生産地である 4 地域にあっては，港湾設備に;混界があるなどの立地条件の制約かふ生産地とし

てほほ限界に達しているとと。

②その他地域には，まだ未I}f:lよiïの需要多く残されており，相対的に労賃など生産費が安いυ

ちなみに?官手840年以降，東日木の宮城，岩手，秋日1，新記\;ζ新設された大型工場は，し寸aれも東京!こ

表 13. 地峻別 Tff 通合 1民生産盈

||束年 次全 同北海道

l 寸I Jt! 京|静 岡|その他|剖
昭和 40 年 1 716.868 38, 558 :k, 592 92, S19 75, 557 302, 667 

(印O}(51(叫(12. 9) I ( 1 O. 5) I (山
昭和例年 1, 271 , 656 1 72, 625 1 148, 690 1 130, 404 1 243, 470 ふ22， 624

(100) 1 (5.7)1 (11.7)1 (10.3)1 (19.1)1 (41.1) 

西 rl 本
:'r~ 次

阪|そ愛 知|大 の !色

H司有 J 40 年
1 己0， 9，33 82, 398 142.309 375.640 
(2l. 1) (11.5) (19.9) (52.4) 

昭和 44 年
189, 486 129.351 357.570 676, 407 
(14.9) (10.2) (28.1) (53.2) 

注〉 前掲「木材需合報{I;.古u 昭和10. 44年より作成。
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工場を持つメーカーが進出したものである。ま t: ， 九州にも名古屋に工場をもっメーカーが進出してい

る 4) 0 

最後に，合板の代替品との関係をみてみよう Q さき!三掲げた表 4 によって，合板と他の建築用代替品と

の伸びを出荷量 !Cよってみてみると，昭和37年に出ベて H臼和44午は， iYt迎合板が 2.8 t乱 2 次加工合板が

<1.7 倍である。これに対して，パーティクルボード 2.4 倍，繊維板 2.5 倍である ο アルミサッシ，木毛セ

メントには及ばないが，建築用材板類の1.4 f告をはるかにしのいでおり，建築川品のなかでもかなり顕著

な伸びを示して:、る c

以上，述べてきた事がらから次のようなことが明らかとなった。

①価格動向から，合板はほ lま 5 ，...，__ 6 年の周期をもって，景気の変動が生じている乙と。

②沼和34年の第 2 発展期以降，台湾，韓国などの台頭により，輸出が頭打ちとなり，最近これら発展途

上国は，わが国への進出もめざましいものがあ忍こと c

③同34年以降， 2 次加工合板の進出が著しいことっ

④普通合板の中では 2 類が最も多い。また、技術進歩により 1 類の生産が増大していること。

⑤普通合板の厚さ別では， 3mm以下の薄物が最も多いが，最近厚物が増大していること c

⑤ 2 次加工合板では，プリント合板のように量産可能で，色がらの22宮なものが，主流を占めていると

と。ただし，内装の高級化から，単板化粧間合板は大幅に仲びてきている。

⑦地域的には，東京，静岡，愛知，大阪の主要生産地!と， ~lilJ限がみられ，京北，北陸，九州など，その

他地域における生産の増加が著しい乙とり

c) モデルの作成

上にみてきたように，合坂の景気には 5'"'-'6 年の周期がある c そこで，本報告におけるモデJレ分折にあ

たっては，昭和40年以降の第 3 発展期につい

て四半期データーによって分析を行なうこと

とする。

建築用材モデルの場合と同様， 乙の普通合

板モデルの作成!と際して，これまでみてきた

実態に基づいて，大きくは需要，供給，怖格

の 3 部門ごとに考察がなされている。その結

果を図示したのが，図26である。こ乙におい

ても，逐次決定型のモデノレ体系となってい

る。したがって，図の上方の番号順に，左か

ら逐次経済要因が決定されるようになってい

る。

さて，供給部門から考察していこう。まず

普通合板の原料であるラワン丸太の輸入モデ

ルを設定しよう=一般にラワン丸太の輸入

は， 3----6 か月先を見込んで契約がなされて

いる。つまり，現在の市況をもとに， 3 ,...,__ 6 

(注)ßi外生変数 y たぞL&; ダミー変主主， 0:内生受政
←:時間的ïf.ltt~t .，K:ヨード，/~'...'グ

図 26. 普・通合板の因果連鎖図 (No. 1) 

斗
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区 分 l交数記号( 川、

ラι

変数説明表( 2 ) 

数 名 |資料 !:U 典!単位|備

( I W I 気 象 因 子|気象庁「外日頃象表J I mm  I 降雨量
外 vVea伽 co凶toIIFUMAric rABLE||} 

FOR WORLD I I I 
I "'" !tfl.;".d2nn.1 .1& '.1. ~'" I I 

考

生|② iU}OI~'_-PO'1 構造ダミー 11 
1 ~ I dpodspo I ". Structural durrﾏmy Il 巻末の基礎資料に内

変|③ dJfl'. I 季 節 ダ モ ー Ir容:ま掲示してあるつ
I ~ I dBw , dy 1. Seasonal dummv I I 

数 1 ④ y :困 民 所.得経済企削庁編「間民 110億円1)
N a tional income i 所得統計年報」(lm);

@ 11Hz I ラ Iワmpoンrt丸of 太laua輸1'1 1入og 量 I 料日:木南洋材協議会資 I m~ 

⑤ 1 削 | 機 Mach械ine equ設ipment 備 i flE木林村荷能統給青報|調告1布~J 部 I 指数 半たホス期デりッ 延法1数ー四白なトf 半技段jプにタさ田と数加期術れ合よレなを工計デ進てスりっ歩人年釘がーい1て1工ベ実係ょタる台由数問おあはりっ
⑦ E 従 業 員 数|抑制調査部人

内 I I Employment I r合板統計j

( I :" !木W造ood建凹築bui着ldin工g a面rea積!磁統叶止j行l 計報画」問「建築 千凶 一て延とり設種四, み る
( I B包(非Ut木lWO造ode建n 築bui着ldin工g a面r回積 向 上千m21
( I Opo 1 3~{;. . .ìill 合板生産量 農林省統計調査部|千m~

生 I I Output of ordinary ply- 合板統計」
wood 

( I Se
f I 家 i具opfpf装iincge 備fouf製rhI1造o1tuus呂ree l1 i-212f 額:ì8産'Â 1-工業統計」 百 年工人工。ベ四半期法によりShiooin2' of household and ースデータを力]

good 

@I ん I ~l年適合板在庫量農林省統計調査部千
変 I I 1 Inventory of ordinary ply-1 r合板統計j

wood 

@ I Dpo 1 持De通l1la合nd板of 製ord品ina需ry要ply量- 向上|千m~
wood 

!@I Pl ラワン丸太価格日銀「卸売物僻指数|指数|昭和40=100 
数 Price of lauan log 年報」

! (忌九 普通合板製品価格 向 上|指数|昭和40= ~OO 
Price of ordinary ply¥vood 

@I h I ラワン丸太在庫量日本南洋材協議会資 江13
Inventory of lauan log I *;[ 

@ I SゐJ |l 昔Su迎ppl合yo板f 0製rdi品nar供y p病ly-量 農「合林板省統統計-計J 調査部 千m3

|llwood  

か月先の輸入量が決められている訳である凡そこで、 このモデル・では 1 期前のラワン丸太価格 (Pl→ 1) と

昭和42年以降，第 1 J日と消 3 却にかなり規則的な法ち込みがみられる c これは，輸入先の産地の気象条件

に左右されていると考えられる c そこで‘輸入先における主要産地の気象条件を代表しているザンボアン

カ\サンダカン，プノレネイの 3 地域の過去数年間を平均した降m量にそれぞれのウエイトをかけたものを

気象因子として選んだ什そして、契約後 3""'6 か月号遅れがあることから、 l 耳l前の降雨量 (W-1) によ

って、輸入量が規定されるモデル (3ー14 ・ A) 式を設定した f また， (3 ー14) 式iζ示すように，先の昭

和42年以降にみられる第 1 期と第 3 ;JtJ-j の品ーち込みを -1 とし，他を 0 としたダ T 一変数 (dJ1l ) を組み込

んだモデソレも司時に設定し， どちらか統計的精度の高い方を選ぶことにした 1 符号条件;立問仁1 がマイナ
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<普通合板モデJレ No.1)

0 ラワン丸太輸入式

ルJt= f(Pl - 1 , dM/) 

@ 

111t= f(W- 1, Pl-l) 
e $ 

. (3ー14)

. (3-14 ・ A)

。 機械台数式

川= f(D:- 1 , 111-1) �> 

O 合板工場従業員数式
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0 木造建築着工面積式

Bw=f(Y, dBω) 
@ 

0 非木造建築若工面積式

Bu=/
<@

Y, BV1) 

0 普通合板生産式

or=/<m/E, Jlft , j@J-1) 
(@ 

0 家具装備製造品出荷額式

St/=f(Y, Sι1 ・ dy)
@ 

。 普通合板在庫式

ん=f2pOJ30 40) 

fo=f(o@r， S2ー -1' PO-1) E8- e 
J。=/(@or， Pθ~-1) 

0 普遥合板需要式

DpO=f(Bw , B1t ・ S/)
@ EB EB 

。 ラワン丸太価格式

Pl=f(
(
Po-1 ,

D@ 
pυ) 

。 普通合板価格式

P。=f(D@po， Jθ.0' dp
"
, PO-1) 

. (3-17) 
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. (3-21 ・ A)
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。 ラワン丸太在庫式

h= f (1vlt , !t-l) 
@ 

0 普通合板供給式

Sp吋(20×凡向。〉

〈注) ffi, e :まJ 手ラメーターの予想される符号条件ラ

、
.
ノ

ロ
u

ワ
-no 

r
k
 

、
，
ノ

h
h
u
 

ワ
白

内
3

ス ， Pl-l はプラスであることが予想される=

ラワン丸太在庫式は (3 -25) 式に示すように，ラワン丸太z陥入量と l 期前の在庫量によって規定され

るモデルとなっており，乙れでも配分11寺差法の概念が導入されている c

次 iと楼絞台数式であるが，前期の普通合板需要量 (D~-l ) によって，機械台数 (m) が決定される式と

なっており，こ乙ではナーロフの配分時差法の概念を導入して，前期の機械台数がそれに加えて，組み込

んである。 D~・1 の予想される符号条件ばプラスである c

合板工場従業員数にあっては， (3ー16) 式にみるように前期の普通合板供給量のみによって，従業員数

が決定される式となっている。

普通合板生産の決定モデルは， (3 ー19) 式のように設定されている。 mJE は機械台数を合板工場の従

業員数で割ったもので， 1 人あたり機械燥業度を表わす心普通作;辰生産量 (Opo) は，この m/E とラワ

ン丸太輸入量(ll，[/)，それに 1 期前のラワン丸太在庫量 (]l-l) によって規定されるよラに設定されてい

る。符号条件は皆プラスであることが予想される 3

普通合板の供給式は( 3 ー 26) 式に示すように ， Opo と普通合板価格 (PO) を乗した普通合板生産額

(OpOXPo) とダミー変数 (dSpO) によって，決定されている。普通合板供給量 (Spo) と OpOX九のみ

のモデルでは，残差に期日]ほどの規則的な変動があるため，ダミー変数を導入することにした。

普通合板在l事量(ん)は工場内の在JllZ畳であり， j自首在庫品J:+生産ー出荷量(=需給量) =当期末在庫

量として，定義式によって算出できる c しかし，本報告に用いた在庫量は，合板工場における月末の在庫

量を実|擦に調査したものである c そのため，上記の定義式による在庫量とは，かなり違った値となってい

るつまた、先にみた合板流通の実態でほ，在庫機能が之しいことが一つの特徴こてし掲げられていたが，

それだけにんが，普通合板価格 (PO) に対してどのような反応を示す値をとるか興味深いところであ

るのこれらの理由から，定義式によらず (3-21 ・ A) 式のようなモデルを設定した。なお ， Opo と Spo

とは，ほぽ似通った動きを示しており，線型重合が生じる可能性があるので， (3-21 ・ B) ， (3ー21) 式

のようなモデjレも設定した c (3ー21) 式!とおける d}Ol dj。はダミー変数で， d}o!ま Opo で説明のつか

ない部分に 6"'7 期間のサイクリカルな変動がみられ，これを考慮した構造ダミーである c また， 得。は

昭和45年以3革新たに加えられた第 3 期に対する構造ダミーであるつ

需要部門にあっては，建築用材モデJレにおける場合と同様に，国民所得 (Y) によってまず木造，非木

造建築着工面積 (Bω ， Bu) が規定され ((3-17) ， (3--18) 式)，それによって普通合板需要量 (DpO) が

決定される因果閣係になっている。ただ，普通合板の場合は家具装備品出荷額 (Sef) が， そのお要規定

要因として入ってきている。なお (3ー17) 式における dBω は，建築差活動期にあたる第 2 ，第 3 却を1，

相対的に停滞期にあたる第1， 4 期を 0 とした構造ダミーである 3
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(3-20) 式における Sf は， Y と S{-l およびダモ一変数 (dyc) によって規定されている。 5f iま年

ベースのデータを人 rl l'q半!切法によって加工しているため，その季節ド1:が全く除去された型となってい

る c ーブj，本十:町I~.では，原則として生データを使用するようにしているため， Yの季節変動によって，計

測結果に規1[11 1'内なお芯を生じる可能性があるいこ iつ長先を除去する怠|咋で， dy が組み込まれている。

りく l こ idli栴 NS門をみてみようのラワン丸太11Ui 1:行式は (3-23) 式，ぅiH:.j回合，Pll {JUi.~:九式は (3-22) 式に示しで

ある 3 建築川モデルの外材における院や?と同，慌に，ラワン丸太印i栴 (Pl ) ， 汗;m合板価格 (PO) いずれも

需要サイドの~l"i によって，大きく規定されてお:) ，そのインフ寸メーション[こ従って，モデノレが設定さ

れているつ

(3-23) 式!こ不すように Pl 決定モデル :i 需要側の要因である PO- 1 と， Df によって規定されて

いる c (3ー24) 式にあっては九は • Dpo , 10 および、昭和45{ド 1 ~3 jgjのすfデータを加えた乙とによる

構造変化を示す惜泊ダミー (dp) によって，決定されるモデルで， -"J~Jtìíjの九を組み込んで配分時差

法の概念、を導入しである。

以|二の各構造方~;"ll式を三I'il{l]した結 II~は，後!こ示すとおりであるが， 1'.述の ij年j並f!?板モデル!とは建築用モ

デルと同様に、次のような欠点を白している u

その 1 は、このモデルでは市，~から価格に価格から供給にと，一万líjJから影押していくモデルとなって

いる3 しカ・しながら， (3-24) , (3-26) 式における， Dpo , Sp() は作事業所からの巾荷日で DpO=SpO

でいわゆる需給ほという.f'1~併である口したが~，て， (3-26) 式では D"ux九と ，1 I川:額として導入しであ

るためt (3-24) 式とは数学的に|ヲl じ式ではないがl 5po =Dpo であるからだ|際iとは同 11寺決定となる。

そこで，逐次決定引のモデルとしては. (3-26) 式を消却し，普通作板イìHi 怖は(:~ - 24 ・ A) 式に示すよ

うに， ~{r-:庫変動によって規定されるモデルとしたの

つまり， lìíjJtJj;(EWhì:と、(11 JUJ {I:庫日;との差をとれば，次のような関係が成り立つことから，超過需要量な

いしは趨過供給j止を表わすことになる c 在障量の関係から次のような話給均衡式が成りたつ。ただし，本

モデルでは合板工場が中心になったモデル・となっているから，供給量 (5) が持i曲作板生産量 (OpO) ， 需

要註 (D) がtP1 有~Mで，ここでは普通合板需要量 (DpO) である。

J-l+S=D+J 

dJ=J-I-J=D-S=超過需要最

ワルラス， ヒックスによれば，図27iと示すような，右下り需要曲線，右上り供給IUl線が仮定されれぽ，

超過需要が存在すると羽li 栴:まつねに騰貴する 37にと仮定している。今，なんらカ・の理白で DD 胡線が D!

D' 曲線へと卜'.jjシフトしたとするりその結果 E 点においては，超

過需要 (Eβ) が~I~ずる。均衡点は新たに E' へ向かい， 価格は高

くなるつなぜならば，新し l、均衡l，~ E' は ， E におけるより価格は

向くなっているつ凶27におけるような場合はl J廷に D'D' lHI総から

DD 曲線へシフトし，超過供給がと|ミじた場合は価格は下落すること

になるコ (3-24 ・ A) 式は，このような挫論的仮定に基づいて設定

されており，先の建築用モデJレの国産材建築用製材品価格式 ((3-

5. A)式〉が，比較的学的モデルであったのに対'.，/，とれは動学的

なモデJレである。比較的学的モデJレが，均衡点から均衡点への移動

「、

十

図 27. 超過需要が存在する場合

の価格変動
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変化を示しているのに対して，重JJ学的モデJレでは図27でもみたように，均面点への到達過程を示すもので

あるつ乙れは価格の変化率が，需要と供給の差によって説明される。この勤学的モデ‘jレから，次;ζ示すよ

うに (3-24 ・ A) 式が導びかれる lコ

.dP=_f(D-S) • P-P-1 = f(D-S) 

P=f( .d], P-1) (.・ . .d]=D-S) 

価格モデJレでは，①比較静学的モデル，②勤学的モデノレg ③費用決定型モデルの 3 つの接近方法があ

るここのいずれによるかは，ある程度明確な仮定が必要とされるが，一般的には，乙の 3 つを混合して統

計的適合度を上;ずるような考え方に沿って，定式化が行なわれている 2)

同様の仮定が，ラワン丸太価格式の (3-23 ・ A) 式?とあっても考慮されているコそして， 需要のシフ

ト要因として， Dpo と PO-l が組み込まれている 2

その 2 は従業員数式において，前期の供給量によって従業員数が規定されるモデルとなっているが，前

期の需要量とした方がより一般的である。

以上の点を修正したのが，以下に示す普通合板モデjレ No.2 であるコ

|o I ¥ ¥ ~ I 3 I .1 I 

(;主)ム:外生変数，とどし~;ダミー変数β; 内生変獣
(Nal:es)ム;Exoø,enous variable ,&Du:nmy v'J巾ble，O;E門dogenωS V:i巾出

←ー:時間的遅ittá孔今È."Aード;J'i叫!J
ャー;Feed Dock with t、円e I~ 

|まI 28. 普通合板の因果連鎖図 (No. 2) 

Fig. 28 Causal chain chart of ordinary 

plywood (No. 2). 
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く普通合板モデル No.2>

Ordinary plywoods model No. 2 

。 ラワン丸太輸入式 Import equation of lauan log. 

lv[t= /(Pl-l , (l，~{l) 
@ 

0 機械台数式 Machine equipment equation. 

m = f(D~-1' 111-1) 
@ 

0 従業員数式 Employment equation. 

E = f(D~-l) 
@ 

0 木造建築着工面積式 V{ ooden building area equation. 

B民W=flパ(Y巳~ dB恥11
@ 

0 非木造建築着工面積式 Non 

Bu=f( Y, BU-1) 
@ 

。普通合板生産式 Output equation of ordinary plywood. 

OpOIE= f(m/E , AIz/E. JI-1!E) 
Eﾐ Eﾐ Eﾐ 

. (3-14) 
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. (3ー16 ・ A)
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. (3-19 ・ A)

。 家具装備製造品出荷額式 Shipping equation of furniture equipment good. 

SeJ=f(Y, S{-l' dy) 
@ 

0 普通合板在庫式 Inventory equation of orclinary plywood. 

Jo= f(OpO , d}o , d~o) 
@ 

0 普通合板需要式 Demancl equation of ordinary plywoocl. 

DpO=f(B仙 Bu ， S/) 

EB EB EB 

O ラワン丸太価格式 Price equation of lauan log. 

Pl= f(~Jl ， DpO, PO-l , Pl-1) 

Eﾐ Eﾐ EB 

、
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. (3-23 ・ A)

ただし ， ~Jl=Dl-Sl ， Dl. SI はそれぞれラワン丸太需要量，供給lÎr:であるつ

O 普通合板価格式 Price equation of ordinary plywood. 

Po=fC~ん ， PO-1) 
@ 

ただし， ~ん=DpO-SpO

0 ラワン丸太在庫式 Inventory equation of lauan log. 

h=fUvII , ft-l) 
@ 

. (3ー24 ・ A)
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o )..と義式 Definitiol1 equation. 

Jo-l + Opo=Dpo+ Jo 

(注) 8， 8 は.パラメーターの予想される符号条件。

(Notes) E9. e ; Presumed sign condition of estimated structural parameters. 

F
O
 

ヮ
“

円
。

2. モデルの推定

a) 計測結果

<普通合板モデノレ No.1>

O ラワン丸太輸入式

M1= -4415901. 4-447. 85941 W-1+23590. 578Pl-l ・…・…・ (3-14 ・ A)
(360.79254) (2950.2381) 

R=0.89682, S=284132.44 

lv11= -6547663.7 +29502. 074Pl-l +532957. 53dJ[l ・・…………・ (3-14) 
(2756.3921) (142142.47) 

R=0.92674, S= 288552.09 

0 機械台数式

lJl =0. 58226693+0. 00000195D~_1 +0.70810377111-1 ・・ H ・ H ・"…・・ (3-15) 
(0.00000082) ー (0. 14280739) 

R=0.99849. S=0.01671 

0 合板工場従業以式

E = 73418.67 + O. 4230219S'~_1 
(0.042070) 

R=O.99055, S=2855.589 

、
B

，
，
，

p
b
 

唱
E
A

q
d
 

r
z‘
、

0 木造建築着工i而積式

B I<, =4514. 3099+ 1. 0827828Y+3420. 6838dn川
(0. 10218946) (623.86210) 

R=0.94339, S= 1158.6369 

、
1

ノ
『t'

E
A
 

q
δ
 

〆
目
、
、

O 非木造建築行[.面積式

Bu= -294.75802+1. 3721258Y+0. 37920360Bu-1 …・H ・ H ・・ H ・ H ・ . (3ー18)
(0.31049169) (0. 15290204) 

R=0.94935, S= 1849.3050 

Oi汽・遇合板生陀式

0/10= 542817.53ー 22. 282409(川IEXL09)+0. 003683251M1 +0. ∞658722Jl-l 
(10.066880) (0.00782006) (0.00390472) 

. (3ー19)

R=0.97474, S=12228.224 

。 家具装備製造品山荷額式

Sef = -4493.0067+ 1. 5844599 Y +0. 98737649S[-I-5082. 5475dy 

(0.59213571) (0.02974832) (1071. 9151) 

. (3-20) 

R=0.99967, S= 1282. 7469 
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Q 普通合板在庫式

Jo = 38823.430+0.09302954 Opo+O. 10313524S~_1-45. 587360PO-1 
(0.28948673) (0.30254757) (94.233230) 

. (3ー21. A) 

R=O.78863, S=79"1O. 009~: 

Po-Po-1 10=27752.283+0.17430-126οο-89404. 061 (ー一一~-lX 105) "'V'-Ij)・ p，υ-1
(0.02588502) (32358.338) 

+5087. 9931d1 
(1990.0599) 

. (3-21 ・ 13)

R=0.90789, S=5413.2525 

1(1= 25565. 448 十 0.178586140pO +6558. 2135d}o+ 18549. 489 d~o 
(0.01832.347) (1065.7456) (5508.6917) 

. (3-21) 

R=O.95601 , S=4652.9956 

つ普通合板市要式

DpO=53012. 399+0. 95990606 (βIV ・卜 B，J+O.89367325Sノ ・・…・… (3-22)
(0.51154168) (0.09522198) 

1?=0.99198, S=6666.5970 

。 ラワン丸太価格式

P1 = 174.12590+0. 21 231000P,,-1+0. 00039782Dpo ………・…・…・ (3-23)
(0.06279491) (0. ∞002763) 

R= 0.97100, S= 5.45250 

0 普通合板1111i絡式

P,,= 108.32175+0. 0OO2181ODp()-O. oo114655Jo 
(0.00007169) (0.00025898) 

+ 30. 015540dptl +0. 76985678Po-1 
(9.3868616)-(0.11539978) 

R= O. 93947, S = 11. ~10285 

つ
副

司
δ

。 ラワン丸太在庫式

ん= -42220. 701 + O. 67057372ル，11 +0.72334249Jl-1 ・……………・・ (3-25) 
(0.23695584) (0.09206262) 

R=0.95810, S=549062.73 

O -??通合板供給式

Spo= 87585.230+0.0017044501'0 X 1も+18562. 735ds1)0 ………・・・ (3ー26)
(0.00006037) (1627.1554) ー

R=0.99215, S=7391. 6198 

注) ( )内は標準誤1~ ， R は ~rd担|立|係以， 5 は )j位式の標準誤差であるヲ

b) 計測結果の検H

， n・量モデルによる経済分析・は，これまでみてきたように，理論モデルの作成と i汁測のたゆまざる試行錯

誤によって，より正確なモデルへと近づける乙とができる c j~次決定型のモデノレとして，理論的には普通

合板モデル No. 2 の方が優れているが，今|亘lの計測は普通合板モデJレ No.1 によっている。 No. 2 のモ
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デJレ:ま，次の機会:乙昭和45年の不況時のデータを新たに力fIえながら，計測することにして， こ乙では

No.1 のモデルによる計測結果の検討を行なうととにする。

。ラワン丸太輸入式

まず， (3-14 ・ A) 式を検討してみよう c 符号条件は W- 1 がマイナス ， Pl- 1 がプラスで予想どおりで

ある。しかし， lY- 1の際準誤差が大きく，有意ではない。ラワン丸太輸入に関する気象要因として，年間

平均の薄雨量ではなく，実際の降雨量による計測も試みたが，十分に満足のいく結果は寄られなかった c

乙れは地域ごとには降雨量にかなり影轡されても，ラワン丸太輸入量としてみた場合，各地域をアグリゲ

ートするため，一般にいわれているほど雨期の影響があらわれてこないためといえる。

ダミー変数を導入した (3 -14) 式は，推定パラメータの標準誤差は小さく，重相関係数は0.926 (3-

14 ・ A) 式よりも高い値を示しており，計測は満足いく結果を得ているつよって，モデJレのおもしろ味と

しては (3 -14 ・ A) 式よりやや落ちるが，この (3 -14) 式を採用することにした。

。機械台数式

D~-l の符号条件はプラス， 1111 の係数も 0.708 と 1 より小さく，配分時差法の条件を満たしている ü

童相関係数は 0.998 と非常に高い値を示し，括弧内の標準誤差も小さな値を示し，統計的な有意性も高いじ

なお， 111は人工四半期法 lとよって年データを加工しであるい

0合板工場従業員数式

前期の SpO のみによって， E が決定される式となっているが，重相関係数，標準誤差ともに満足のい

く舶を示しており，式の当てはまりはまずまずである c ただ，先にも述べたとおり，前期の供給並よりも

前期の需要量の多少により当期の生産規模を決定するとした方が，より妥当である。乙こでも Sι1 より

も D~-l の方がよいの

O木造建築着工面積式

(3 ー17) 式によるほかに，次iζ示すような推定式の計算も試みたが，総計的な有意性からみて，また

次式が Bω の当期と前JVJ の差分 (Bω-Bω-1) となっているため，逐次決定型のモデルには採用できない

ことから， (3ー17) 式を採用した o (3ー17) 式において，第 2 ， 3 期の建築活動期，第1， 4 期の停滞期

をみた dBW は，十分にiffiい有意性を示している c

Bw=6353. 2281+ 1. 0463514Y+0. 6272401(Bw-BW-1) 

(0.13670081) (0.14122202) 

R=0.89844, S= 1450.2748 

0非木造建築着工面積式

これも y;ζよって決定されるモデルであるが，機域台数式と同様，ナーヨフの配分時差法の概念を導入

したモデルによっている。式の当てはまりは，まずまず良好である。

0普通合板生産式

統計拘lこは十分に満足いく結果を得ているが， m/E の符号条件がマイナスとなっている。これは昭和

40年の第 1 JDJを 100 とみた場合，仰のil~ びが139 ， Eの伸びが144と後者の方が大きい結果によるもので，

純粋に楼械操業度をみるには， Opo をはじめ他の要因も同織に E で除して，同一条件にした (3 ー19 ・

A) 式による方が望ましいコ

0家具装備品出荷額式

(3 -20) 式に示すように，季節ダモ - dy も十分に有意な値を示しているロそして，ナーロフ型のモ
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デノレとすることによって，一回統計的に満足いく結果を得ている。

O普通合板在庫式

- 73 ー

( 3-21 ・ A) 式では符号条件についてみると， PO-1 もマイナスで一応予想どおりであるが OpO と

5~-1の閣にやはり線型電合が生じている。そこで， (3 -21 ・ B) 式を若干変形した (3 ー21 ・ B) 式:こ

示すような計測を行なったι この式では 5~-1 をんの規定要因から落とし ， Po はその伸び率

PO- Po-11 PO-1 を取り，さらに昭和40年不況 JvJを考雌したダミー変数 (d1 ) を採用している。式のあては

まりは良く，侃格の伸び率 (P，，-Po-11 PO- 1) の場合も ， Po一九一11 P，。が増加すればんは減少する傾向を

示している内ただし，このモデjレも木造建築持工~frilr(式の際に検討したように，逐次決定型モデルの場合

法採用できない。そこで ， OpO とダミー変数のみによって規定されるモデノレになるが， (3-21) 式を採

目する乙とにした。なお ， dJ。は新しく加えられた IIH和45年以降のデータの第 3 期が 1 位1 ， 644万m2 と

1)切前に地較して， 1. 6 倍もの刑加を示しており，その間の梢造変化を表わすものである ο これは，後の

モデルテストのところで示す G.C. CIIOW の構造変化テストの結果， 9996の信頼性をもって，その聞に構

造変化ありという検定結果を何.たので導入したものであるコ

0普通合板需要式

ここでは ， Bw および Bu の地担重合をi益改るため，両者を込みにした建築着工面積 (BII..'+B，，) によっ

た。計調û結果は統ii十的にも符号条件もほぼ満足のいく結果を gJている。

。ラワン丸太:而格式

光lともみたとおり， ラワン丸太の需要サイドである普通合板の要因によって決定されるモデルとなって

いる c 推定式の計算結果は，符号条件も予忽どおりで，式の当てはまりはまずまずである。ただし，理論

的{とは (3 -23 ・ A) 式にみるように，在庫変動差による勤学モデルとした方が，一層興味深いモデルと

なる 3

。普通合板価格式

九=136. 11544 + O. 0OO22589Dpo -0.00120259ん+0. 68243367Po-1 
(0.00007836) (0.00031233) 

R=O.89982, 5=9.49723 

上式は昭和40'"'-'44年までについて，計測したものである c

昭和45年に新しく加わった第 3 i閉までのデータについて，構造変化有無のテストをしたところ，昭和40

年第 1 期から昭和44年第 4 期までと，昭和45年第 1 期から同年第 3 JtJj までの両期間 :ζ ， 9ω99弱6の信i頼5筑i性をも

つて構造変化があることが判明した (F円以'匂ぷo〆(刊一←M

昭和4必§年年.第 3 期とそれj辺;孔l前では，まだ柑i造変化が起きていないという結束を得た ν これらのテストの結果

上式!と構造ダぞー (dpO) を加えた (3 ー25) 式を採用した c

0 ラワン丸太在庫式

」問と乃 によって決定されるモデルを計測してみたが， 両者雨lの相関向く魂型重合を避けることがで

きなかったコそこで Pl を外した (3 -25) 式を採用するととにした心

0普通合板供給式

新たに加えられた昭和45年以降のデータ中，話~ 3 JþJ 自に 5pO の下"栴がみられるので構造変化のテストを

してみたが， r構造変化なしJ という仮投を棄却することはできなかった。 (3 -26) 式は統計的には高度
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に有意であり，一応満Ji3. '，、くがj呆を í!1・ている川

c) モデルテスト

ここでは，建築用モデルと [ilj ，~造，的j主テストと，モデソレの九|月 )Jのテストを行なう。

構造テストは，次!と示すように普通合仮従悼式と普通合板!日li!千りに普通什板供給式の 3 式についてりな

った、

@ 構造変化テスト

O普通合板在庫式

( S. 40. 1-----45. 3 

Qs = 656846091. 5700 

( S. 40. 1........45. 2 

Q1 = 411356982. 4449 

Q2=(J-Q1 

(Q3-Q1) __1(, 11 "'''00_ r(l .n~/1 ",' 4.38 
FJo (1 , 22-3) =一 Q了一一 x19 = 11. 3388之Fg:~~(1.19)=8: 18 

111=2 112=1 

構j立支化あり，よ勺て③式を採用。

( S. 40. 1 "-'45. 3 

ん=19274. 761 +0.2066765801/+ 7820. 2015dJo 
(0.020093・1~) (122&7783) 

R=0.92877 

① 

ﾐ S. 40. 1 -----45. 2 

Jo=25565. 448+0. 178586140po+6ii58. 2135dJo 
(0.01832347) (1065.7456) 

R=0.92028 

② 

ん=25565.448+0. 17858614 Opo+ 6558. 2135d}u + 18549.489 dJo ………③ 
(0.01832347) (1065.7456) (5508.6917) 

R=0.95601 

0普通合板価格式

( S. 40. 1-----45. 3 

Po=46. 838906+0. 00030494Dpo-0. 00120531j,“+0. 9142741Po-1 
(0.00008160) (0.00031770) (0.13060589) 

R=0.9011 

S. 40. 1........44. 4 

Po= 136.11544+0. 0022589Dpo-0. 00120259]，ο+ O. 68243367 P"-1 
(0. ∞∞7836) (0.00031233) (0.11018310) 

R=0.89982 

Qa=3539.89477 (S. 40. 1-----45. 3) 

Q1 = 1352. 95972 (S. 40. 1-----44. 4) 

Q2= Qa-Ql = 2186. 93505 
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2186.9350ιj3 今戸 3.29
Fpo (3, 19-4) = ﾏ-jSZ: 9597Z� 1s 8. 0820>F~:gî(3， 15) = 5: 42 

Il1=19 112=3 有意である。よって構造変化がおきているし

@ S. ,10. 1........45. 3 

同上

( S. 40. 1~45. 2 

Po=117. 91111+0. 00038868Dp" ー O. 00 169542J(J + O. 74237016P，ト1
(0.00008742) (0.00038925) (0.15054189) 

R=0.89841 

Q1 = 3539. 89477 111 = 21 

(~h=2899. 55010 J12= 1 

Qa = Q -Q1 = 640. 3.H゚7 

Q3-02/1 CQa-Q2) ,,''7 "'7",".,,/, , .0.0"'>/ , '''''' ,1. 4;) 
Fpo (1, 21-4) =一~一=~一 X17 = :1. 7543く Fg:g~ (1. 17) = 8: :ⅷ 

!持造変化なし c

①，②の検討の結果次式を採川口

O;ff;'j邑 ffT板供給式

Po= 108.32175+ O. 00021810Dpo-0. 00114655Jo 
(0.00007169) (0.00025898) 

+ 30. 015540dpo +0. 7g985678Po-1 
(9.3868616) (0.11539978) 

R=0.93947 

( S. 40. 1......,45. 3 

Qa= 1092720810.000151 111=22 112=1 

( S. 40. 1......,45. 2 

Q1 = 101197184. 77540 

Q2= Q-Q1 = 80803625. 224 

Q3-Q1 Q-Q1 __".. ,:,.,..,/,,(l.n!;/, """ .L38 
Fs~ (1, 22-3) =可-;(f9=一万;~ x 19= 1. 517<F8:8f(1. 19)=8: 18 

情造変化なしむ

S. 40. 1~45. 2 

S pO = 83454. 9 ，14十 O. 001755920poXPo+ 17643. 963dspo 

(0.00007279) (1771.2372) 

R=0.99205 

S. 40. 1'"'"'45. 3 

SpO=87585. 230+0. 001704450poxpo+ 18562. 735dsP" 
(0.00006037) (1627.1554) 

R=0.99215 

ーらー
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モデルテスト@ 

テストの結果は，図29.--......41 までに示すとおりである=全体的には，部分テスト，最終テストともによく

フィットしており，モデノレの適合度は向く，モデノレ全体の説明力は十分にあるといえる。今，少し詳細

にみてみると.函34普通合板生産量の昭和43年の第 3 ， 4 期あたりに，最終テストの推定値とかなり差が

乙れが函36普通合板在庫量，悶39普通合板製品価格に波及して，その期間:こ大きな誤差を生じさみられ，

せる原因となっている τ これは1.';';140!とみられるラワン丸太在J~{却:における，最終テスト結県のH円相43年ti~

乙の点を改長できればモデルの精度はさらに高まろう。1 、 2 期ごろの誤差によるもので，
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表 14. 普

1) 昭和45年の不況を考慮して現在の趨勢を伸ばした場合

Ml B叫

3, 543, 071 3・ 92' 2似吋 16, 6561 25 , 926 

L
、, 4, 559, 456 3.99 203, 308 21 , 893 27 , 224 

3 4, 524 , 937 4.08 219, 383 22, 271 28, 196 

4 5, 422, 442 4.16 208 , 357 20, 980 

46. 1 4, 944, 563 4.25 191 , 951 17.857 28, 468 

2 5, 155, 101 4.32 168, 899 23, 407 30, 107 

3 4.42 152, 149 23, 786 

4 5, 241 , 98 4.51 138, 898 22, ,195
1 

34 , 3 

2) 普通合板供給量 (Sß) の構造変化を修正した場合

ll1l 1 ,;z ﾊ I8w I 忌u
昭和仏 1 1 .3 ， 5札 071! 3.921 

2 I 4.559.4561 3.99 

3 1 4, 524, 4421 4.08 

4 1 5, 422, 4421 4. 16 

46. 1 1 4, 744 , 5631 4.25 

2 

3 

4 

47. 1 

2 

5, 155, 101 

4, 611 , 448 

5, 209 , 489 

5, 179, 1251 
6, 145, 4731 

3. モデルの応用

a) 予測

4.32 

4.42 

4.51 

4.60 

4.69 

203 , 443' 16 , 656 

203 , 3081 21 , 893 

219 ， 38~ 2~271 

208, 357: 20, 980 

191 , 9511 17, 857 

176 ， 7ふ 1

164 , 381 

157J78l 

158 , 7141 

163 , 7511 

23, 407 

23, 786 

22, 495 

19, 371 

2土竺L

jill 

。po

β、
1. 

303, 292 

330, 707 

3云6 ， 703

361 , 353 

301 , 951 

234 , 504 

140, 657 

86, 572 

板

Sf 

259, 125 

284 , 
295, 

326 , 35 

340, 93 

353 , 367 

。pO , Sf 

3012d2玖 125
330, 70円 271 ， 785

356， 70司 284， 840

361 ， 35司 295 ， 765 

301 , 9511 312, 145 

259, 842 

188, 781 

169, 922 

163, 967 

209, 360 

326.352 

340.935 

353 , 367 

371 , 236 

386, 914 

普通合板にあっては，昭和45年前半の景気急上昇，そして後半の急落と，激変の時を迎えている c この

ことが，予測を一層困難にしているが，以下試みとして予測を行なってみた内

b) 予測結果の検討

普通合板にあっては， 1) 昭和45年の不況を考慮して，現在の趨勢を伸ばした場合， 2) 普通合板供給量

の構造変化を修正した場合，の 2 つの場合を考えて予測したコ

2) の場合を考慮したのは ， Dpo を説明している Bw， B叫と Se' の新データが得られず，昭和45年の

構造変{じを (3 -22)' 式!と組み込むことができなかったため，昭和46年以降， Opo, Spo が過少に評価さ

れている可能性が生 Uた c そこで，昭和46年第 1 期以降の SpO のダミー変数 (dspO) の値を 0 として，

予測したものである ι十

普通合板価格の子測をみると， UH和46'年第 3 期ころまでは1) 刀場合， 2) の場合いずれも停滞気味で，

2) の場合 lとみられるように， 11日和 47 年に入ってから、かなり価格が上昇する予想となっている。ここで

も建築用材の場合と同様，昭和44年以降の構造変化をどうみるかが，予測の際に重要な問題となる c 今回

の予測値もその点を考慮して，参考にする必要があるコこれら携造変化を起こした時点については，新た

なデータが得られた時点で再検討を要すると乙ろである c
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予
ー

川
出 一・4苛3

日
ド

I
, 

ん DpO P1 PQ Jl Spο ? 

72, 992 325 , 459 376.5 389.9 8, 676, 426 307, 052 11 , 213.4 

78.067 343, 047 393.4 423.8 9 , 291 , 258 345 ， 0ふ l 12.890.7 

114, 375 356, 011 405.7 411. 1 9 ， 712、 844 318, 986 13.240.4 

115, 206 367, 480 407.6 342.9 10, 619 , 639 280, 20る| 15.20ア.ε

104, 597 376 , 435 396.7 304.4 10, 955 , 109 225 , 7101 12.322.2 

92, 552 396 , 034 396.3 292.9 11 , 338 , 950j 186 , 1]4 14, 289.4 

57 , 243 410, 486 399.6 357.7 11 , 252, 039, 154 , 789 14 , 639.1 

47 , 584 423, 350 418.5 421.5i 11 , 611 , 995 131 , 219 16, 606.3 

ん DpO P/ Po 五 SpO ? 

72, 992 325, 459, 376.51 389.9! 8 ， 6凡 4261 307 , 052 11 , 213.4 

78.067 343 , 047 393.4 423.8 9, 291 , 258 345, 051 12, 890.7 

114.375 356 , 011 405.7 411. 1 9, 712, 844 318, 986 13 , 240.4 

115, 206 367 , 48 407.6 342.9 10, 619, 639 15, 207.6 

104, 597 376 , 435 396. 7 .304.5 10, 955, 109 244 , 12, 322.2 

97, 077 396 , 034 396.3 287.8 11 , 338, 950 215 , 14.289.4 

65, 837 410 , 486 398.5 343.9 11 , 252, 039 198, 14 , 639.1 

62, 469 423.350 415.6 393.8 11 , 590, 203 201 , 16, 606.3 

48, 290 433， 6ふ4 430.3 450.7 11 , 814, 450 213, 13, 720.9 

56, 396 454.573 450.7 489.8 12, 624 , 665 262, 15.688. 1 

なお，予測に際しては，まず，外生変数lζ予測値を与えて，逐次決定していったわけであるが，外生変

数の国民所得 (Y) の推定は次式によった。

Y=5197. 9638+349. 67058t+ 1617. 5541dy 

(25.236863) (205.80039) 

ただし， t; 趨勢， dy ; 季節ダ T 一変数

R=O.97317 

IV ま と め

計量モデル!とよる径済分析の重要な課題の一つは，現実の経務事象の因果関係を明確にしそれを定式

化して，計量的!?:実証する乙と lとある。今回の報告においても，そこに干11:きを置いて計測がなされてき

た c 以下にいままでみてきた分析結果を通じて，建築用材および普通合板の需給構造を特徴づけるいくつ

かの要因を指摘しつつ，総括的な考察を行なうことにする c

1. アプローチの方法

~-I'量モデJレによる経済分析のアプローチの方法は，かなり煩雑で，種々の制限条件をともなう。述立方

程式のモデル体系としては，逐次決定型と同時決定型の 2 つのモデルに分けられる。前者ば，各種経済要

国が一方向因果連鎖の関係になっており，因果関係を明確に示すことができる c また，モデJレの推定も直

接最小 2 乗法 (DLS) で比較的容易にできる。
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しかし現実の経済事象は，村|互依存の関係にあると考えた方が良い場合も多く，これを説明するに

は，後者のブJが:PIU命的にも適当であるつしかしながら，モデルの推定方法が非常に桜維となってくる c

計畳分析をする|照に， 1，えも m要な問1屈である識別には，決の 2 とおりがある。

①同時方程式体系特有のもので， 2 段階。段小自乗法 (2 SLS) , 11ilJ 限d情報最尤法 (LI1VfL) など各和の推

定法が適用可能であるかどうか，また，育l・ ~TI:モデルの構造のパラメーターの推定:と偏りが~Iミじてレない

か，つまり，自分の;む|叫したモデルの推定値であるかどうかの識別であるのしたがって，逐次決定111のモ

デルでほ，それが|司帰分析を川いて推定される限り，この積の識別問題は生じない~

②推定された構造方程式が， fl 分の窓図したモデルであるかどうかを.符.済m論的にパラメーターの符

号条件などを吟味しながら識別jを行なうものである。したがって，たとえぽ需要岡敬であるか，供給函数

であるかを需要，供給両IHl線のシフト具合をみながら，検守していくものである c

これらアプローチの方法.[--の諸問題を検討すると，逐次決定型モデルのブiが，同時決定?~;!.モデルより実

用的である。一般に:まモデJレのi主格によって，部分的に向H寺決定明モデルが用いられているようであるご

2. 林業における計量分析の意義

林業は， ~L~政面では十字木の~tpEI~Jrmが長く，一般に30数年H日という長期jにわたってはじめて経済的価値

を持つに至る o このことが，資限保持((J とい勺た非企業的.tt絡をもっー原閃となっている n 乙のように生

産両では経済ベースにあてはまりにくく，経済変動に対して:JI:~lì(力的要素をJ!? っているつ J正面，消当 Ii:rÎで

は最も近代的な要治を I ~j:ち，刊々の経済変動に対しでも弾力的に反応しうる近代産業とn'{而している c こ

れが林業のもつ一つの大きな特徴といえ，林業に関する諸々の111] !lTIもここから生じてきている r

戦後における休業杭怖の作1~~である外村・問題も， このような林業のもつ↑'I::f'í:から生じた|問題である c す

なわち，戦後のず:j皮杭済成;長にともなう木1寸前要の増加、.I-.~己のような i司内休業の特徴から，供給は弾力

的に):1J応できず，外村・の愉入を仰ぐに五るっそして現I~L 外|寸は木材需給の50劣以卜.を ，'i め，国産付の不

足を補うはずの外材が， rq ，ì計十を圧迫するまでになった=

このような外材と岡山村の関係!ま，具体的かつま十量的に把揖されなくては，それらの関係を明確にする

ことはできない c また，経!iJ日行要因の因 I~~関係を追求し，計量化していくことによって，新たなる i~J題や

事象を見い出すことも少なくない c

このようなことカ‘ら，外村との関連を考慮しつつ，建築用材モデル，子守j邑合板モデJレが作成され，計量

化がなされてきた。

3. 建築用材の需給構造

建築用材におけるflJ給情jむの特徴としては，主に次のようなことがあげられる。

①建築m村の価格は，大きくは，市要サイドの要因によって強く影響されている。特に外材にあって

は，乙の傾向が強い。また，分析対象期間が価格上昇期であるため，価絡を引き上げる要因が，それぞれ

に強く影響しあっており，必然íl/~1とモデルのなかにもそれらの要因が佃i絡を上昇させるような構造を有し

ているのが一つの特徴である。

②昭和36.......44年の外村が，大量に愉入されはじめた時期と， ßl{和28......36年乙ろまでの国政材記給量とそ

の価格との関係は， 1走者が 0.566 のプラスの相関係数であるのに対し，前者はー 0.796 とマイナスの相濁

係数を示しているコ

つまり，昭和36午以降外村が大IA!と輸入されはじめたため，国産材建築!日付需要のや1Iびが減少し，需要
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曲線のシフトよりも供給曲線のシフトの)Tが大きくなり，供給サイドカ~il~! < 1j~~ '1fする形lé変化した勺それ

だけ外材の進/1 '1 が顕在化してきたわけであるι

③外材輸入の影響を地域別にみると，外材輸入港である東京，新潟などは9096以上が外材によってい

る。現在のように0:宅建築が一般消費者にとって，先決問題で，安くて外見がよければ良い，という時点

での所得水準下{とあっては，所得~llí.jl"'l:怖を計測すると，東京、神奈川などは|司I宅材ーo. 89, -o. 35，外材

0.44, 0.41 と同時けは減少気味，新制の辿築オ'í ~1市ifll(~iì叩 I~値は1ï4;tr.スギー 0.48， 北作付1. 40 となってい

る。とのことは.外材輸入港を搾えた太郎市ほど外|寸の進出，同月日付の克j日間 líiJは著しくな〔ているとと

を;意味しているつ

④国産材と外村の関係;ま，同 i里村 11町 l栴が.I-.H.することにより，外付は大量に輸入されるが，そのことに

より，国産材{lni格が停滞ないしは，低ドするほどの関係にまでは，まだ引っていない。

⑤j也岐{内なオ;付記裂のJi)J向は，たとえば，首叩|を11!~にみられるように，部会の中心部から外縁部へと {Ijl

びていっている。

4. 普通合板の需給構造

普通作阪における需給出造-の~tな特徴としては，けくのようなことがいえようう

①??通介板の需給情造!こあ勺ても，需要サイドの嬰因に強く影響を受けて， i而怖が決定されている。し

かし建築用材ほど一方的に flìfi絡を卜~'R. させるような構治とは，お千異なっているヲ

②昭和45年の前半の好況，後半の不況により，枠組合板の需給構造にかなりの変化がみられるとと。乙

のl昭和45午の変動は，建築H1 t1にもみられるが.持活台似は特に著し L 、 c

③H日和28年以降の fri!i格の趨事与をみろと，一肌 H{気の変動を受けやすく，不況の波!と 5'" 6 11:'の周 JI)Jがみ

られる仁l

④流通面では販売網が複雑で，ギr:Fft機能に之しく， 11而怖を-~~i不安定なものとしている c

⑤ 2 次 /jllI.合板の進出が苦しいが喝普通合板にあっては韓国，台沈など'íË展途J-.I司から，わが国への輸

出が階大していると

5. 残きれ仁問題

計民モデルとしての残された IMJ担は， ~1':1と次のようなものである c

@ 建築用付モデル

①針葉樹素材生存:jAは同有林，民有林込みのデ{タであるが，実際の取材・~+:F巨の行動!とは，かなりの相

違がみられる。国有林は数年先まで伐採計画がなてられているため，与件として，外生化した方がより現

実的となろうの

②外材は紅!車民によって，かなり輸入および (ílfi特の増減が影響されることが与えられる。

③!日産材と外材の代替関係を，記〔持表わすモデル(たとえば Df=/ (Pfl , PJ"' Bw, Bu) のようなモデ

Jレ〉も考慮されて良いであろう ο

④|司産建築用製材品価和式の短期 I'I"Jな変動も，今少しフィットすれば，さらに精度が高まろう c

⑤本モデJレは，価格上昇・却のモデJレなため， ldli格を上昇させるような要1&が当然のことながら強く影響

しているの昭和45年の不況により，外部条件がかなり変化してきている。また，代替品の関係が今回は考

慮されていないが，今後ますます木材への影響を強めるものと思われる υ 今後はこれら代替品の影響と，

価格を低下させるような要閃も導入する必要が生じるであろう。
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@ 普jlli合板モデル

①今回計測した普通合板モデjレ No.1 は，普通台板価格式、千'fi-j邑合板供給式~(，同時決定的な要荒を持

ち，逐次決定型モデルとしてはいささか欠点をもっc 在庫変動(宇超過需要または選過供給)による価格

決定モデルとして，勤学的モデJレとしたモデノレ Ko.2 による計測を試みる必要がある=

②建築用材モデルと同様，昭和45年の激変以降、かなり需給構造の変化が考えられ，本モデjレ以外の要

凶を導入する必要もあろう。

③作板と競合関係にある建築用材の板類などを導入するととも考えら配る。
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(付〉基礎資料

建築用材モデノレ統計資料

Pm' I 1 lY Y1 Vc AC8 Ddt D�n 

35 648 12, 816.41 58, 089 656, 229 48 , 515 37 , 070 37, 547 

36 768 13, 155. ﾓ 63 , 902 668.115 49, 893 37, 071 9, 7 41 , 384 

37 936 17.347.8 57, 723 61旦∞O7ii 49, 807 35, 946 10, 300 39, 408 

38 1, 000 19.900.4 61 , 748 613, 08 50, 193i 35, 622 10, 4CO 43, 156 

39 1, 108 22, 752.4 63, 910 596 , 845 50, 193 35 , 605 10, 300 46, 167 

40 1, 220 25 , 429.6 62, 664 571 , 878 49, 534 34, 954 10, 600 50, 149 

41 1, 384 29 , 180.6 64 , 831 5:;0, 278 51 , 023 34‘ 918 11 , 100 52，る70

42 1, 586 34 , 504, 6 66, 495 522, 713 51 , 813 33, 316 11 , 900 63.762 

43 1, 865 40, 816.5 63.635 48 , 169 30, 119 12, 500 72, 296 

44 2, 039 47, 458.5 59, 651 457 , 47 46 , 062 27 , 939 12, 800 77, 792 

唱和 I Bu lvlt Pd Pt Yf |ぉ=ぬ|め=め
35 23 , 914 6 , 885 79.7 75.6 362. 1 18, 016 1,042 

36 35.488 9, 936 101. 1 95.8 446.1 97. 18 , 304 2.416 
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Statistical Studies on Supply-Demand Relationship 

。f Building Timber and Ordinary Plywood 

Kiyoshi YUKUTAKE(1) 

Summary 

L Introduction 

In the economic analyses, specification of causal relationships in the realistic economic 

phenomena is primarily required , and then formulation and statistical estimation are neces回ry.

LJltimately, it is important to examine them empirically. In this report, analyses of supplyｭ
demand structure in building timbcrs and ordinary plywood are carried out following the 

above procedure. 

The analyses of builcUng timber are based on annual data for the period of 1960 to 1969, 
and those of ordinary ply,vood are based on the quarterly data for 1965 to 1969. 

2. :Metltod of appnmch 

The method of economic analyses by econometric 1l10del is particularly complicatecl, and 

has many restrictive conclitions. There are two types of system in the econometric moclels. 

One is the recursive system and the other is the interdependence system. In the recursive 

system, we can clearly indicate the causal relationships in determining a11 sorts of economic 

factors by examining the relation of one sicle causal chain system. Furthermore, we can 

estimate comparatively easily the econometric model with direct least squares method (DLS). 

In practice, however, there are many economic phenomena which are mutually interdeｭ
pendent. For these phenomena, the interdependent system is more rc1evant. In this case, 

the method of estimating the structural parameters becomes very complicated. 

The identification of econometric model is one of the most important problems in econo・

metrics, and there are two kinds of iclentification as fo11ows: 

( The first kind of identification problem is specific to interdependence between factors 

in an econometric model. There are several methods to estimate structural parameters in the 

model, such as the two-stage least squares method (2 SLS) , the limited imformation maximum 

likelihood method (LIl\'lS) , etc. The first kind of identification is to decide which method is 

applicable to the problem concerned, and ¥vhether the estimation of structural parameters 

includes any bias in it 01" not, the purpose being to examine whether the estimated structural 

parameters represent the IUodel satisfactorily. Accordingly, the recursive system of the econo・

metric model, as long as it is estimatecl using the method of regression analysis, clo白 not give 

rise to these sorts of identifiable problems. 

( The second kind of identification is more economical than the first kind, and common 

to the recursive ancl interdepenclence system of econometric model. The ai111 is to iclent立y

how sufficiently the estimated structural equation represents the model. and whether the con-

Receivecl November 19. 1971 
(1) Forest Management Division 
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dition of sign about the estimated parameter is satisfied or not. Accordingly, this is an examiｭ
nation of the estimated structural equation. vVhether the equation is a demand or a supply 

function is determined by the shifting conditions of clemand or supply curve. 

From the above-mentioned considerations, ¥ve can say that the recursive system is more 

practical than the interdependence system. This being so, the interdependence system is uscd 

only as a part of the recursive system according to the character of the econometric mode1. 

3. Significancc of econometric analysis on forestry 

The special characteristic of forestry is that timber production neec1s a long term. Generｭ

ally, only after about 30 y回rs from planting, does timber come to have economic valuc. This 

is the reason for the unbusiness.like charactcr ¥vhich we frequently call "conservation". As 

a result, forestry is difficult to establish stably on an economical basis relying on the producｭ

tion of forestry and to responcl flexibly to economic fluctuations. 

The characleristic of forestry can also be expressed as fo11ows: 

In the field of consumption, forestry is confronted with many l110clcrnistic industries ¥vith 

the most business-Iike character , and which are ablc to rcspond f1exibly to economic vicisｭ

situdes. 

It can be said that every problem of forestry which we are confronted with has originated 

frol11 this feature. 

It is equally lrue that the problem of foreign timber , which is the special feature of 

forest economy after the war , has originated from these characteristics of forestry. That is 

to say, the supply of domestic timber could not respond flexibly to the incr回se of timber 

demand deriving froI1l the progress of the nation's economy after thc war, on account of 
some internal forestry charactcristics as stated above. Nowadays, forcign timber occupies a 

share of more than 50 per cent of timber demancl in our country, and foreign timber imported 

to fill up the deficiency of clomestic timber has come to put pressure on domestic timber. 

We 臼nnot make clear the rclations of foreign timber and domestic timber without reｭ

cognizing the situation statistically and concretely. Besides, we often discover some fresh 

subjects and phenomena by recognizing statistical1y the causal relation of economical factors. 

Thus, vie¥....ecl from the point of the relation of foreign timber anc1 domestic timber, ¥ve 

ha ve in this re卯rt bllilt econometric models of building timber ancl ordinary plywoocl. 

4. Sllpply and demand structures ()f buil出ng timber 

The causal chain fi f,'Ure, the realistic formulation and thc estimated values of builc1ing 

timber, are shown below: 

くName of variable) 

o Exogenous variable 
l'V; wage of clltting volulne. 

Y; national income. 

o Endogenous variable 
Odπ; output of domestic neec1le-leavecl log. 
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Fig. 10. Causal chain chart of building timber (No. 2) 

Bw; wooden building area. 

Bu.: 11011・woodcn buildin臼 arC<l.

S(l; supply of domestﾎc 1 1.l 1111x、 r.

Pd; price of domcstic lumbcr. 

Pl: price of domestic logs. 

Dd: demand of c10meslic lumber. 

Df; demand of foreign lumber. 

Yf; forestry income. 

Pf: price of foreign lumber. 

Pmt; import price of foreign timber. 

A!t: import of foreign timber. 

Sf: supply of foreign lumber. 

くBuilding timber moclel No. 2) 

o Output equation 01' domestic needle-leaved log 

Odn=f(Hう Yj-l ， O~-l) 
e e E9 

、
B
IC

 
-

-
E
A
 

q
J
 

〆
，
‘
、

o Wooclen builcling area equation 
Bω=f(Y) 

@ 

o Non-wooden building area equation 
Bl1.=f(Y) 

@ 

o Supply equalion of domestic building lumber 
Srl= f(Od ll

• Sf-1 , Sd-l) 
Eﾐ e EB 

o Price equation of domestic lumber 
Pa=f(Så , BωJ Bu) 

θ E9 E9 

-・・・ (3-2)

..........・・・・・・・・ (3-3)

-… (3-4 ・ A)
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o Price cq ua tion of domcstic log 
円=f(Pd)

@ 

o Demand equation of foreign building lumber 
Df=f(Pd. Bw. Bμ〉

E8 EB E9 

-・・・ (3-6)

-・・ (3-8)

o Forestry income equation 
Yf=f(Od'l. PL) 

E8 � 
o Price equation of foreign luruber 

Pf=f(Df) 
@ 

o Import price equation of foreign timber 
Pm1=f(Df. Pf) 

(@ 

-・・ (3-9)

. (3ー10)

. (3ー11)

o Import cquation of foreign timbcr 
1lft= f(Pmt) 

e 
. (3ー12)

(Notes) Efl, 6; Presumed sign conditiou of estimated structural paramcters. 

くEstimated values of building timber) 

o Output equation of domestic needle.leaved log 
Od叫=11869.300-6.3098284.( W -JY-l) -16.371001 Yf-l + O. 871339980ι1 

(2.8233609) (4.9871889) 
......(3-1 C) 

5=357. 7840G, R=0.99564 

o ¥Vooden building area equation 
Bw = 19819. 898+ 1. 2286278 Y 

(0.06342503) 

、
，J9

h
 

q
d
 

〆
，
、
、

8=2173.10・ 14 ， R= 0.98951 

o Non-wooden building area equation 
Bu= -327.85072+2. 1679818Y 

(0.1157117) 
-・・ (3ー3)

5=396,1. 5621 , R=0.98880 

o Supply equation of domestic lumber 
ぬ= -1835.6531+0・山山70dn -2196.7488 M(五 Aft-2+ 0・ 772腕2叫1 "'(3-4 ・ A)

(0.01722948) (374.24888) ""(-2 (().10694696) 

5=112.38032 , R=O.99543 

OPrice equation of dOl11cstic lumber 

ん=68. 19968-0.0004414(5d一 (B1汁丸))
(0. ∞00424) 

、
ノA

i
 

d
 

• に
dn

3
 

rt 

5=5.16249, R=O.96337 

o Price equation of domestic log 
PL= -32.689798+ 1. 3105428Pd 

(0.05224778) 
-・・・・・ (3-6)

5=2.84498, N=O.99370 

o Demancl equation 
Df= -125弘 015+85.97日44ん+仏脱02印1 ~Bu+Bu)+(Bt?+β山 ............. ・・ (3-8)

(17.800814) (0.00834002)ι 

5=262.42969, R=0.99870 
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o Forestry income equatioL1 

Yf= -344.85082+0. 011109840�ll+3. 8811113P1. 

(0. 00286139) (0. 36187705) 
-・・ (3-9)

S=9.74400, R=0.99083 
。 Price equation of foreign lumher 

Pf=85. 897953+0. 00300682D f 
(0.00022696) 

、
B
J
J

n
U
 

守
i

n
,3 〆

，
、
、

s= 3.83717, R= 0.97796 

。 Import price equation of foreign timber 

Dr-Dr 
p悦t=3077. 9860-545. 53136 ・ n c..=_ + 76. 275105Pf 

(176.53121) JJf-l (4.9006986) 

、
、
，J

唱
a
A

1
A
 

nペ
u

f
，
‘
、

s= 177.23477, R= 0.98999 

o lmport equation of foreign timber 
λ.Jt = -88630.954+10. 006818Pml 

(0.47173957) 

、
、
，J

内
〆
】

1
4
 

円
、u

r
，
‘
、

s= 1592.4966, R= 0.99123 

(~otes) C); standard error of the estimated parameters 

R; multiple correlation coefficient 

S; standard error of the estimated equcution 

We now point out the five main characteristics about the structure of supply and 瀑mand 

on building timber through these model bllildings 正ll1d statistical analyses. 

( Genera Ily , the price of building timber is inflllenced strongly by the factors of demand 

side. This tendency is especiaIly marked in foreign timber. In addition, it is to be noted that 

the price was rising during the analized period of 1960 to 1969. The raising factors of price 

became remarkable in the field of economic phenomena. So, necessarily, a model for building 

timber that includes these factors was considered, ancl the characteristic of our model is that 
it has the structure ¥vhich has been raising the price. 

( We can see the changed relation of supply-dcmand and price of domestic timber 

roughly in t¥VO periods as follows: 

The first is the period of 1953 to 1961 before a large quantity of foreign timber began to 

be imported. As the result of estimation of the correlation coefficient for the period of 1953 

to 1961 it was 0.566, aﾌld its correlation was plus. On the other hand, for the period of 1961 
to 1969 it was ー 0.796 ， namely , its correlation was mlnlls. 

Accordingly, the demand for domestic building timber decreased following the large import 

of foreign timber since 1961, and the supply curve shifted more than the demand curve. It 

can be said that foreign timber advanced remarkably. Thesc relations are shown in the equaｭ

tions (3-5 ・ A) ， (3-8) ancl Fig. 7"",-,9 (pp. G9 .......,71). vVe can understancl clearly from Fig. 3-10......., 

12 that the supply curve of domestic timber (Sd) shifts more than the demand curve of 

domestic timber (Dd). 

From the above-mentionecl consideration, we have estimated the pseudo-demancl curve rather 

than the pseudo-sllpply curve abollt thc relations of supply-demand and price for the period 

of 1961 to 1969. 

( When we survey the import effects of foreign timber by regional groups, Tokyo and 

Niigata, port cities which are the main importing centers of foreign timber, depend upon the 

import of foreign t.imber for more than 9096 timbers in each region. 
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There are needs firstly of cheap g∞ds for building houses at the pr回ent stage of national 

incomes level. Under this national incomes level, estimating the income elasticity of demand 

in Tokyo and Kanagawa (p. 57), we discovered that domestic timber indicated ー o. 89 in Tokyo 

ancl -0.35 in Kanagawa, and foreign timber indicated 0.44 allcl 0.41 respectively. Thus, we 

find that the demand of domestic timber had a decreasing trend as compared with foreign 

timber. 

The building area elasticity of demand in Niigata indicated ー 0.48 for japanese cedar alld 

1. 40 for Soviet timber (p. 58). Hence it means that f・oreign timber had all increasing trencl 

and domestic timber a decreasing trencl. Moreover, th白e trcnds were especially remarkable 

in port cities with facilities for importing foreign timber. 

( About the relation between domestic and foreign timber, foreign timber is imported 

in a Iarge quantity when influenced by the price rise of domestic timber. But it has not yet 

reached the stage where the price of domestic timber becomes stagnant or depressed because 

of increasing foreign timber. 

( The movement of regional timber c1emand, for example, within the metropolitan 

sphere, is spreading to the suburbs from the center of the city (Fig. 4, p. 39). 

5. Supply and demand structure ()f ordinary plywood 

The causal chain figure, the realistic formulation and the estimated values of ordinary 

plywood, are given below: 

。 13  1 4 1 5 6 

(Notes) ム;E xogenous va_r,able 
&, j Dummy variable 

。 ;Endo前nOU5 variable 

←一j Feed back with time lag 

Fig. 26. Causal chain chart of ordinary plywood (No. 1) 
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くName or variable) 

o Exogenous variable 
W; weather conclilioll. 

d30.d30.dpo, dS3:structural 山mmy.

d il1 t , d lJw , dy; seasonal clummy. 

Y; national incomc. 

o Endogcnous variable 
,\ft; import of lauan log. 

111; machine cquiplllcnt. 

E: employment. 

B II ,; wooden building arca. 

Of!O; output 01' ordinary plywood. 

S/; shipping・ of household anc1 office {urniture goods. 

10: inventory of ordinary plywoocl. 

DpO; demancl of ordinary plywoud. 

乃; price of lauan log. 

Po; price of ordinary plywood. 

ft; inventory of lauan log. 

SpO; supply of ordinary plywood. 

(Orclinary plywoocl l1loclel No, 1) 

o lmport equation of lauan log 
ル1t = f(Pl-1 , dMl) 

@ 

J¥h= f( W-1 J Pl-1) 

θ@ 

o Machine equipment equation 
m= f(D?'-l' m-1) 

@‘ 
o Employment equation of plywood factory 

E= I(S~~-l) 
EF 

o V.r oodcn building arca equation 

B11.'=/0う dBlI')
〆守、、

‘ヨフ

o NOl1-wooden building area equal ion 

Bu=f(Y, BU-1) 

⑦ 

o Output equation of orc1inary plywood 
。p(}=f(ml E , M1 ' 1l-1) 

EB EB EB 
o Shipping cl[uation of h'Jusehold and officc furniture goods 

Sef=I(}ぅ S{-l' dl') 
EB -

o Inventory cquation of ordinary plyw∞d 

ん=fgIP， dJ。 djo)

. (3-14) 

. (3ー 14 ・ A)

. (3-15) 

. (3-16) 

, (3-17) 

. (3-18) 

. (3-19) 

. (3-20) 

. (3-21) 
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Jo=f(OpO , S::_I' PO-1) 
Elr EBr 

- e 
Jo=f(OpO , Po-l) 

Eﾐ e 
o Dcmand equation of ordinary plywooc1 

Dpο =f(Bw ， β，“l' S(!〆aノf

Eﾐ Eﾐ EB 

、
‘
，
，
，

A
 

司
，
中

町
J

、
，JE

B
 

E
l
 -

'
E
E
A
 

q
F
M
 

l
 

r
a、

、
，J

q
r園

内
〆
-

q
J
 

f，
‘
、
、

o Price cquation of lauan log 
Pl= f(PO-l' [)p") 

E8 Eﾐ 
o Price cquation of ordinary plyw∞d 

P,,=f(Dp" , J，ο • dflけ ， PO-l) 

EB e 

. (3-23) 

-作一2-1)

o Inventory equation of orclinary plywood 
h=f(ルh ， JI-1) 

Eﾐ 

、
，
，
，

F
1リ

q,-q
J
 

〆
・
、
、

o Supply equatiol1 of ordinary pl)刊\'00【l

SJ=f(PJ× Po , dsz) 
~ 

. (3-26) 

(Notes) EÐ. 合; presumed sign condition of estﾎmated structural parameters. 

<Estimatcd values of ordinmy plywood No. 1) 

o Import equation of lauan log 
lvlt = -4415901. 4 -447. 859411V-1 + 23590. 578Pl - 1 ・ H ・ H ・ .. (3ー 101 ・ A)

(360.79254) (2950.2381) 

S=284132. '1 /1, R=O.89682 

M1 = -6547663. 7十 29502. 074P,- 1 + 532957. 53d，lfl …...・H ・-… (3ー 14)
(2756.3921) (142142.47) 

S= 288552.09, N= 0.92674 

o Machinc equipment equation 
m= O. 58226693+0. 00000195 D~) 1+0.70810377m-1 

(0.00000082)' (0.14280739) 

S=0.01671 , R=O.99849 

o Employment equation of plywood factory 
E = í3,11 S. 57 + O. 4230219Sι 

(0.042070) . 

、
、
，F

P
O
 

噌
E
A

円
J

r
，
、
、

S=2855.589 , R=0.99055 

o ¥Vooden builcling arca equation 
Bw=4514.3099+ し 0827828Y・1.. :.l420. 6838d[J川

(0.10218946) (523.86210) 

司
dn

J
 

S= 1158. 6369, R= 0.94339 

o Kon-wooden building area equation 
Bu = -294. 75802 + 1. 3721258 Y + O. 37920360Bu-1 

(0.31049169) (0.15290204) 

、
，
ノ

。
。

唱
E
A

n
δ
 

，
，
、
、

S= 1849.3050, R= 0.94935 

o Output equation of ordinary plyw∞d 

O}/'= 542817. 53ー 22.282409 (宅 X 1()9) +0. 03683251 A:h + O. 00658722JI-1 .....・ H ・... (3-19) 
(10.066880) 、心 I (0.00782005) (0.00390472) 

S= 12228.224, R=0.97:174 
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o Shipping equation of household and office furniture goods 
5ef = -4493. 0067 十1.5844599 Y +0.98737649 5{-1-5082. 5475dy 

(0.59213571) (0.02974832) (1071.9151) 

、
，J

n
U
 

内
J
H

円
3

r
I
、

5= 1282.7469, R=0.99967 

o Inventory equation of orclinary plywood 
!Q= 38823.430 + O. 093029540po + O. 103135245~_1 -45. 587360PO-1 

(0.28948673) (0.30254757). (94.233230) 
. (3-21 ・ A)

5=7940.0093, R=0.78863 
iP，，-P，，_， 、

ん=27752. 283~~. !?~~9~~~，Opo-:.~:!~~~. 9~L ~ ~耳ー::!x 105)+.5~~?~~~~~po 
(0.02588502) (32358.338)、. (1900.0599) 

. (3ー21 ・ B)

S=5413.2525. R=0.90789 

ん=25565.448十 O. 178586140po+6558. 2135dJ + 18549. 489dj 
(0.01832347) (1065.7456)" (5508.6917)υ 

内
F
H

円
。

S=4652.9955, R=0.95601 
o Demand equation of ordinary plywood 

DpO=53012. 399+0. 95990606(品。+Bu) +0. 893673255ef ……・・…・… (3-22) 
S= 6666. 5970, R= 0.99198 

o Price equation of lauan log 
Pz=174.12590+ O. 21231000Po_1+O. 00039782Dpo 

(0.06279491) (0.00002763) 

向
。

司
〆
】

司
δ

S= 5.45350, R= 0.97100 

o Price equation of ordinary plywood 
PO= 108. 32175+0. 00021810Dpo-0.0011465510十 30. 015540d]Jo +0. 76985678Po-1 

(0.00007169) (0.00025898) (9.3868616) -(0.11539978) 

. (3ー24)

5=11.40285, R=O.93947 

o Inventory equation of lauan log 
!O= 4220. 701 + O. 67057372Jl.fl 十 0.72334249Jz-l

(0.23695584) (0.09206262) 

、
‘a
ノ

F
円u

n
J
u
 

qa 

〆
，
、
、

S= 549062. 73, R= 0.95810 

o Supply equation of ordinary plywoocl 
Spo=87585. 230+0. 001704450poXPo+ 18562. 735ds~ 

(0.00006037) (1627.1554) r 

円h
υ

つ
臼

S=7391. 6198, R=0.99215 

(Notes) (); standard error of the estimated parameter 

R; multiple correlation coefficient 

8; standard error of the estimated equation 

Below we point out some principal characteristics about the structure of orclinary plyｭ

wood supply-demand through these model building ancl statistical analyses. 

( The structure of ordinary plywood supply-demand as well as that of building timber 

is influenced considerably by the factors of demand side. 

( The structure of ordinary plywood supply-demand has been changed by the economic 

prosperity of the former half and the clepressiol1 of the latter half beginnil1g from 1970 

(Showa 45). This change-over of market in 1970 was seen il1 building timber, but a remarkｭ

able change was registered in ordinary plywood. 
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( Looking at the price trend of ordinary plywood , it is influenced easily by the changes 

of market, and depression has a perioclic time of five or six years (Fig. 24, p. 59). 

( The marketing structure has the characteristic that the salcs network is complicatecl, 

and moreover, the wholesalers rarely have enough provision for acljustment in inventory. Thus 

this characteristic of the marketing is causing instability in prices. 

( Secondary processed plywoocl has madc a remarkable acl"vance in the market. Ordinary 

plywood imported from Korea and Formosa has been increasing in Japan (Table 10, p. 60). 

6. Problem to be ~姉lved

Here we point out thc problems of the econometric model: 

(a) Builcling timber moclel 

( Output of dom白tic needle-leaved log has been from the clata of the national and 

private forests, but there are seen great differences in their actual behaviors of log production. 

It is shown that the output of c10mestic needle-leaved log is an endogenolls variable as scen 

in Fig. 10. But the national forest has been cutting timber according to its own plan for 

some years. This being so, we had better change only a part of the output of national forest 

considered as an endogenous variable il1to a11 exogenous variable. Ancl we get a far more 

realistic and suitable model by treating the output of national forest as an exogenous variable. 

( We must pay attentioll to the fact that import and price of foreign timber are influｭ

enced by the variation of inventory. 

( We can cOllsic1er the moc1el which expresses directly the substitutive relation of 

c10mestic anc1 forgein timber, for example Df= f(Pd , Pf' B凶 ， B.u). 

( 1n the analyzecl periocl, there was a rising trencl of price. Consequently this model 

necessarily has been constructecl by the raising factors of price as a characteristic. But the 

external condition of this moclel is changing definitely by the c1epression of 1970. And it seems 

that the substitute materials of building timber have a strong influence on building timber; 

hence it is nec回S訂y for us to introduce the influence of these substitute materials anc1 the 

falling factors of the price in our model. 

(b) Orc1inary plywooc1 moclel 

( Orclinary plywood model No. 1 which we measu1'ecl this time has the elements of 

interdependence system about the price equation of (3-24) ancl the supply equation of (3-26). 

The reason therefore is shown as follows: 

We obtained in this instance the shipment data for the purpose of expressing c1emand anc1 

supply quantities; that is to say, as ¥ve assumed that the shipment clata are demands and at 

the same time supplies. Dpo of equation (3-24) is equal to SpD of equation (3-26). So this 

model has some weak point theo1'etical1y in the capacity of recursive system. It is necessary 

for us to estimate by the mαlel NO.2 (p. 68, 69) in which the price is c1etermined by the variaｭ
tion of inventory. 1n the moclel No. 2, the price equation is a so1't of dynamic moclel. 

( The supply-demand relationship of ordinary plywoocl as well as building timber has 

changecl since 1970. So it wiI1 be necessary for us to introduce other elements which express 

the changes of structure in our model. 

@ ¥Ve can consider introclucing the influence of building boarc1s ¥vhich compete ¥vith 

orc1inary plywood in quality in our moc1el. 


